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講
義
を
終
え

て
研
究
室
に
戻

る
途
中
の
こ

と
、
研
究
棟
の

廊
下
を
歩
い
て

い
て
耳
に
挟
ん

だ
学
生
の
会

話
。
�
�
学
生

Ａ
（
研
究
室
の
ネ
ー
ム
・
プ

レ
ー
ト
を
見
な
が
ら
）�「
○

○
教
授
の
名
前
っ
て
、

『
准
』
っ
て
、
い
う
ん

や
。」
学
生
Ｂ
�
「
そ
う
だ
っ

た
か
な
あ
？

ち
ょ
っ
と
違

っ
た
と
思
う
け
ど
。」
学
生
Ａ

�
「
あ
っ
、
あ
っ
ち
の
先
生

の
名
前
も
『
准
』
や
で
。
ほ

れ
、
見
て
み
。
あ
っ
ち
も

『
准
』
や
。
こ
の
階
、
三
人

も
『
准
』
っ
て
い
う
名
前
の

先
生
、
お
る
ん
や
ね
。」
�
�

思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
っ

た
が
、
こ
の
あ
た
り
で
Ａ
君

に
は
気
が
付
い
て
ほ
し
い
と

も
思
う
。
読
者
に
は
お
分
か

り
だ
ろ
う
か
。
大
学
教
育
職

員
の
職
名
等
に
関
す
る
こ
の

度
の
法
令
改
正
で
、「
助
教

授
」
の
職
名
が
「
准
教
授
」

と
な
り
、「
専
任
講
師
」「
研

究
助
手
」
等
に
概
ね
相
当
す

る
も
の
と
し
て
新
た
に
「
助

教
」
と
い
う
職
位
が
導
入
さ

れ
た
。「
助
教
授
」
と
い
う
言

葉
に
は
、「
教
授
」
の
「
補

助
」
者
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
伴
っ
て
お
り
、「
独
立
」
し

て
研
究
・
教
育
を
行
う
職
責

に
あ
る
者
の
職
名
と
し
て
は

相
応
し
く
な
い
等
と
い
う
の

が
改
正
の
理
由
と
さ
れ
て
い

る
。
果
た
し
て
、
こ
の
名

称
、
う
ま
く
定
着
す
る
だ
ろ

う
か
？

（
小
泉

良
幸
）

２

面

２
０
０
８
年
度
入
学
試
験
実
施
概
要
が
決
定

３

面

博
物
館
所
蔵
の
重
要
文
化
財「
縄
文
鉢
形
土
器
」で
新
発
見

４
・
７
面

特
集

「
研
究
」
に
強
い
関
西
大
学
│
│
「
研
究
支
援
セ

ン
タ
ー
」
っ
て
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
と
こ
ろ
？

５
・
６
面
「
関
西
大
学
学
生
懲
戒
処
分
規
程
」に
関
す
る
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て

１０

面

特
集

関
大
生
の
自
己
実
現
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ベルギーに「ゲント」という都市があ
る。「ベルギー」と言えば、多くの人がまず
想起するのは、首都でＥＵの本部があるブ
リュッセル、「フランダースの犬」で有名な
アントワープ、「水の都」として人気のブル
ージュなどであろう。本学の構成員なら、
協定校のある大学町ルーヴェンに親近感を
覚えるかもしれない。しかし、ゲントを想起
する人は、そう多くはなかろう。
ゲントは、ブリュッセルの北西約５５�に

位置する東フランダース
州の州都で、現代と中世
が混在した町である。聖
バーフ大聖堂にあるファ
ン・アイクの祭壇画「神
秘の子羊」、「青い鳥」の
作者メーテル・リンクの
故郷などの観光情報を挙
げると、想い出す人もい
るかもしれない。知る人
ぞ知る町である。私はゲ
ントを知ってはいたが、
ルーヴェン大学との国際
学術共同研究で実際に現

地に行くまで、観光情報はまったく知らな
かった。
そもそも私がゲントに興味をもったの

は、歴史上のある人物の生誕地としてであ
った。彼の名は「ガンのヘンリクス」。彼は
中世１３世紀の第４四半世紀を代表する哲学
者である。ここで彼について詳述する余裕
はないが、私が現地の観光情報を知らなか
ったように、現在のゲントの人々も中世の
彼のことを私が尋ねた限りあまりよく知ら
なかった。現地の人が知らない人物を、遠
い日本の私が熱心に調べている。不思議な
縁だと思った。
名前の「ガンの」という部分は、ラテン語

‘de Gandavo’に由来する仏語‘de Gand’
を、日本語で音表記したものである。現在
のフラマン語‘Gent’に従えば「ヘント
の」と表記すべきだが、当時のラテン語の
音に近い仏語を採用して「ガンの」と表記
するのが慣例である。ちなみに、「ゲン
ト」は、英語‘Ghent’や独語‘Gent’を音表
記したものである。
今でこそ、この地はゲルマン語系のフラ
マン語圏にあるが、当時はラテン語圏にあ

った。「ガリア戦記」の昔から（この地方は
ガリア・ベルギカと呼ばれた）、ヨーロッパ
は北のゲルマン語族と南のラテン語族が領
地争いを繰り返し、それら２つの語族の和
解のシンボルが現在のベルギーである。「和
解」といっても、言語（民族）意識のアイ
デンティティは簡単には融合しない。それ
を実感したエピソードが２つある。
１つは、ルーヴァン大学が、２つの言語
（民族）意識の対立から、北のルーヴェン
（Leuven）大学と南の新ルーヴァン
（Louvain la Nouve）大学に分裂したと
き、図書財産を平等に２分した（たとえ
ば、全集を奇数巻と偶数巻に分けた）とい
う話。もう１つは、私が鉄道で北のゲント
から南のトゥルネへ向かったとき、最初フ
ラマン語（≒蘭語）だった車内放送が、途
中コルトレイクで乗務員が交代した後、急
にワロン語（≒仏語）に変わり、車窓から
見える風景も一変したことである。
中世（伝統）と現代（近代化）、そして統一
性（政治・経済）と多様性（言語・民族・文
化）。さまざまな要素がクロス・オーバーする
興味深い地域である。（総合情報学部教授）

加藤 雅人



大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

森森

図書館の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������������������������
����������������������������
����������������������������
７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日にににににににににににに記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念式式式式式式式式式式式式典典典典典典典典典典典典７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日にににににににににににににににににににににににに記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典

春春春春春春春学学学学学学学期期期期期期期公公公公公公公開開開開開開開授授授授授授授業業業業業業業ををををををを開開開開開開開催催催催催催催春春春春春春春学学学学学学学期期期期期期期公公公公公公公開開開開開開開授授授授授授授業業業業業業業ををををををを開開開開開開開催催催催催催催春春春春春春春春春春春春春春学学学学学学学学学学学学学学期期期期期期期期期期期期期期公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業をををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

一
般
入
学
試
験
に
つ
い
て

は
、従
来
の
Ａ
・
Ｓ
・
Ｓ
２
・
Ｄ

・
Ｅ
・
後
期
Ｂ
日
程
と
い
う
日

程
名
称
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

「
学
部
個
別
日
程
」「
全
学
部
日

程
」「
後
期
日
程
」と
す
る
。
こ
れ

に
伴
い
、土
曜
日
・
日
曜
日
に
設

定
し
て
い
た
全
学
部
が
実
施
す

る
入
試
日
程
は
、
曜
日
に
か
か

わ
ら
ず
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
本
年
度
は
二
月
七
日（
木
）

と
八
日（
金
）に
実
施
す
る
。

セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試
験
に

つ
い
て
は
、
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
の
得
点
と
本
学
が
実
施

す
る
個
別
学
力
検
査
の
合
計
点

に
よ
り
合
否
判
定
を
行
う
「
セ

ン
タ
ー
中
期
」
を
拡
充
す
る
。

個
別
学
力
検
査
は
、
一
般
入
学

試
験「
全
学
部
日
程
」と
同
じ
二

月
七
日（
木
）と
八
日
（
金
）
に

実
施
す
る
の
で
、
同
一
の
試
験

科
目
を
受
験
す
る
場
合
、
同
一

日
に
実
施
す
る
一
般
入
学
試
験

「
全
学
部
日
程
」と
の
併
願
も
可

能
で
あ
る
。
詳
細
は
「
進
学
ガ

イ
ド
」
に
掲
載
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

昭
和
二
十
二
年
六
月
に
発
足

し
た
関
西
大
学
教
育
後
援
会

は
、
本
年
を
も
っ
て
創
立
六
十

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
七

月
一
日
（
日
）
に
関
西
大
学
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
記

念
式
典
を
開
催
す
る
。

戦
後
ま
も
な
く
在
学
生
の
父

母
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
教
育

後
援
会
は
、
戦
災
で
荒
廃
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
、
充
実
を

中
心
に
活
動
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
時
代
の
要
請
に
応
え

て
、
い
ち
早
く
教
育
懇
談
会
を

実
施
す
る
な
ど
、「
大
学
と
家
庭

の
か
け
橋
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

記
念
式
典
当
日
に
は
、
本
学

体
育
会
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
名

誉
顧
問
で
、
財
団
法
人
日
本
ス

ケ
ー
ト
連
盟
会
長
の
橋
本
聖
子

さ
ん
が
臨
席
し
、
本
学
体
育
会

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の
織
田
信

成
さ
ん（
文
三
）を
は
じ
め
と
す

る
部
員
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
新
進
の
国
際
的
フ
ル
ー
ト

奏
者
の
南
部
靖
佳
さ
ん
と
ピ
ア

ノ
奏
者
の
山
本
ア
キ
さ
ん
に
よ

る
生
演
奏
も
予
定
さ
れ
、
教
育

後
援
会
創
立
六
十
周
年
に
花
を

添
え
る
。

（
教
育
後
援
会
）

平
成
十
九
年
度
の
教
育
後
援

会
総
会
が
五
月
二
十
日
、
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
五
千

二
百
一
人
の
父
母
・
保
護
者
の

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

午
前
十
時
か
ら
、
会
長
挨

拶
、
前
年
度
の
事
業
・
決
算
報

告
、
監
査
報
告
の
あ
と
、
役
員

の
改
選
等
が
行
わ
れ
、
平
成
十

九
年
度
の
会
長
に
は
古
渕
孝
仁

氏
が
、
ま
た
監
事
に
は
徳
光
弘

介
氏
と
植
田
潔
氏
が
選
出
さ
れ

た
。
来
賓
の
河
田
悌
一
学
長
と

森
本
靖
一
郎
理
事
長
か
ら
は
、

祝
辞
を
兼
ね
た
挨
拶
と
出
席
者

に
対
す
る
講
話
が
あ
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
学
部
別
教
育

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
各
学
部

の
教
育
方
針
や
特
色
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

教
員
と
父
母
と
の
間
で
学
習
指

導
や
就
職
問
題
等
に
つ
い
て
熱

心
な
個
人
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

（
教
育
後
援
会
）

文
学
部
身
体
運
動
文
化
専
修

・
体
育
学
教
室
で
は
、次
の
と
お

り
公
開
授
業
を
開
催
し
ま
す
。

本
公
開
授
業
は
、
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
と
関
西
大
学
と
を

結
ぶ
か
け
橋
（
機
会
）
と
し

て
、
ど
な
た
で
も
本
学
学
生
と

一
緒
に
�
か
ら
だ
�
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
授
業
と
し
て
開

講
し
ま
す
。
本
学
学
生
と
楽
し

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら�
か
ら
だ
�を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
事
前
申
込
や
参
加
費

は
不
要
で
す
の
で
、
運
動
の
で

き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し
授

業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
体
育
館
（
阪
急
電
鉄
「
関

大
前
駅
」
下
車
徒
歩
約
十
分
）

問
い
合
わ
せ

文
学
部
身
体
運

動
文
化
専
修
・
体
育
学
教
室

�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
４
４（
中

央
体
育
館
直
通
）

後

援

吹
田
市
教
育
委
員
会

六
月
十
六
日
（
土
）
十
時
か

ら
十
六
時
の
間
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
高
校
生
を
対

象
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」

を
開
催
す
る
。
当
日
は
、
入
学

試
験
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

や
、「
英
語
」「
現
代
文
」「
理
系

数
学
」
の
対
策
講
座
の
ほ
か
、

Ａ
Ｏ
入
試
に
つ
い
て
の
説
明
会

な
ど
も
行
わ
れ
る
。
そ
の
他
、

学
部
ご
と
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
や

関
大
生
へ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
各

ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

事
前
予
約
は
不
要
で
、
時
間
内

は
入
退
場
自
由
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
参
加
者
を
待
っ
て

い
る
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
関
西
社
会
人

大
学
院
連
合
」
を
設
立

本
学
が
参
画
す
る
社
会
人
の

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
「
梅

田
大
学
院
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
準

備
会
）」
が
、
こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
関
西
社
会
人
大
学
院

連
合
」
と
し
て
発
展
・
改
組
さ

れ
る
。
正
式
な
発
足
は
本
年
九

月
頃
を
予
定
。
主
な
事
業
と
し

て
、
�
専
門
セ
ミ
ナ
ー
の
運

営
、
�
科
目
等
履
修
制
度
を
活

用
し
た
講
座
開
設
・
運
営
、
�

社
会
人
大
学
院
連
合
と
し
て
の

省
庁
の
競
争
的
資
金
の
申
請
な

ど
を
行
う
。

●
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
者
を
充
実

本
学
で
は
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本

代
表
監
督
で
あ
る
鈴
木
宣
夫
氏

を
体
育
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

の
コ
ー
チ
と
し
て
、
ま
た
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
強
化

コ
ー
チ
で
あ
る
濱
田
美
栄
氏
を

体
育
会
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の

コ
ー
チ
と
し
て
招
聘
し
た
。
近

年
、
本
学
は
「
強
い
関
西
大

学
」
の
構
築
を
め
ざ
し
、
ス
ポ

ー
ツ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
試
の
実

施
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充

実
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
強
い

関
西
大
学
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
る
。
今
回
の
招
聘
は
、
本
学

の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
強
化

策
の
一
環
と
し
て
、
指
導
者
の

い
っ
そ
う
の
充
実
を
め
ざ
す
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

●
関
西
大
学
「
教
え
と
学
び
の

連
環
室
」
の
発
足

本
学
で
は
、
今
年
四
月
か
ら

関
西
大
学
「
教
え
と
学
び
の
連

環
室
」
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の

組
織
で
は
、
昨
年
度
に
終
了
し

た
現
代
Ｇ
Ｐ
「
進
化
す
る
ｅ
―

Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
の
展
開
―

授
業
と
学
習
の
統
合
的
支
援
お

よ
び
教
授
法
と
学
習
コ
ン
テ
ン

ツ
の
共
有
化
―
」
の
取
り
組
み

を
継
続
し
て
展
開
す
る
。
主
な

事
業
と
し
て
、
�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
教
育
実
践
の
研
究
と
交

流
、
�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
実
践
の
最
新
動
向
の
把
握
と

教
育
環
境
等
の
あ
り
方
の
研

究
、
�
学
習
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

各
種
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
利
用

支
援
、
�
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
の

継
続
的
な
蓄
積
と
利
用
の
促
進

な
ど
を
行
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を
経
て
我

が
手
に
納
ま
っ
た
本
に
、
自
ら

蔵
書
印
を
押
す
�
�
そ
の
瞬
間

の
愉
し
さ
は
格
別
の
も
の
だ
ろ

う
。
関
西
大
学
図
書
館
で
は
、

中
国
文
学
研
究
者
で

あ
り
書
誌
学
者
で
も

あ
る
長
澤
規
矩
也
氏

旧
蔵
の
長
澤
文
庫
を

蔵
し
て
い
る
が
、
そ

の
約
三
万
冊
に
も
及

ぶ
資
料
の
多
く
に
、
種
々
さ
ま

ざ
ま
な
印
が
押
印
さ
れ
て
い

る
。
以
前
、
本
欄
で
紹
介
し
た

こ
と
の
あ
る
「
西
荘
文
庫
」
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
他

に
も
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け

て
の
漢
学
者
、儒
学
者
、愛
書
家

た
ち
や
藩
校
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

に
思
い
入
れ
の
あ
る
蔵
書
印
が

数
多
く
見
ら
れ
る
。

縦
長
で
か
な
り
大
き
な
印
の

「
佐
伯
文
庫
」
は
、
九
州
佐
伯

藩
（
現
在
の
大
分
県
）
の
藩

主
、
毛
利
高
標
の
蔵
書
印
で
あ

る
。
高
標
は
自
ら
長
崎
の
書
物

奉
行
所
へ
出
向
き
、
唐
船
で
運

ば
れ
て
き
た
漢
籍
を
購
入
し
た

と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
蒐
集
し

た
書
籍
は
八
万
巻
に
も
達
し
、

そ
の
後
、
蔵
書
は
、
宮
内
庁
書

陵
部
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文

庫
、
大
分
県
立
図
書
館
、
佐
伯

市
な
ど
に
分
散
し
、
そ
の
内
の

一
部
が
長
澤
規
矩
也
氏
を
通
じ

て
関
西
大
学
図
書
館
に
入
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、長
方
形
の
蔵
書
印
「
備

前
河
本
之
蔵
書
記
」
は
、
備
前

藩
（
現
在
の
岡
山
県
）
で
代
々

豪
商
と
し
て
知
ら
れ
る
河
本
家

の
印
で
あ
る
。
六
代
目
河
本
立

軒
の
代
に
は
、
回
船
問
屋
で
あ

っ
た
三
代
目
勝
平
の
頃
か
ら
蒐

集
し
て
き
た
書
物
を
公
開
す
る

「
経
誼
堂
」
の
創
立

を
許
さ
れ
た
。
約
三

万
二
千
冊
の
蔵
書

は
、
そ
の
後
約
五
十

年
間
に
わ
た
り
、
当

時
一
流
の
文
化
人
た

ち
に
利
用
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
長
澤
氏
自
身
の
蔵

書
印
も
あ
る
。「
規
」「
士
倫
」

「
静
�
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る

が
、
た
だ
す
べ
て
の
蔵
書
に
押

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
印

面
も
小
さ
い
も
の
が
多
い
。
こ

れ
は
資
料
を
な
る
べ
く
原
装
の

ま
ま
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
ろ
う

か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
蔵
書

印
の
あ
る
資
料
に
は
、
氏
の
特

別
な
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
し
の
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

（
図
書
館
）

備前河本之蔵書記

訂

正

本
紙
第
三
百
四
十
三
号
第

三
面
「
新
任
教
員
紹
介
」
の

記
事
中
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部

鈴
木
直
教
授
の
発
令
予

定
日
は
四
月
一
日
で
は
な

く
、
八
月
二
十
六
日
で
す
。

テーマ
「ホスピタリティ・トレーニング～楽しくコミュ
ニケーションをとる方法を学ぼう～」

堅本盛行 講師
相手を心から歓迎し、親切にもてなし、相手の
気持ちになって行動する。そういった心の在り様
や行動を「ホスピタリティ」といいます。
楽しいゲームを通じて相手を思いやる心と心の
通ったコミュニケーションの方法を学びましょ
う。
「レクリエーション・ヒュウマ二クス�こころと
からだのふれあいゲーム�」 時森美智子 講師
楽しいふれあいゲーム、年齢を問わずにできる
スポーティゲームなどで、学生と一緒に楽しく身
体を動かしましょう。
「バスケットボール」 笈田欣治 文学部教授
シュートをうまく打てるように、シュートにつ
ながるアシストパス、相手チームを破るすばやい
ドリブル、激しい当たりで相手チームのボールを
奪うディフェンスなどを身につけ、勝利に向かっ
て仲間と協力する喜びを味わいましょう。

時間

１０：４０～

１２：１０

１３：００～

１４：３０

１０：４０～

１２：１０

開催日

６月２８日
（木）

６月２９日
（金）

７月４日
（水）

■ 一般入学試験
試験地

	
＋



	
＋


＋
�

	

■ センター利用入学試験
試験地

―

	
＋


＋
�

―

	大阪・東京・金沢・名古屋・和歌山・姫路・岡山・広島・高松・福岡

浜松・京都・神戸・徳島・松山・小倉
�札幌・仙台・津・滋賀・松江

学部

全学部

法学部
文学部
経済学部
社会学部
政策創造学部
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
法学部
文学部
経済学部
社会学部
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
法学部
文学部
経済学部
社会学部
政策創造学部

学部
文学部
政策創造学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
商学部
総合情報学部
法学部
社会学部
文学部
経済学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
政策創造学部
全学部
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
政策創造学部
総合情報学部
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
政策創造学部
総合情報学部
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部

試験日

個別学力
検査は課
さない

個別学力
検査は２
月７日�

個別学力
検査は２
月８日�

個別学力
検査は課
さない

試験日

２月１日�

２月２日�

２月３日�

２月４日	

２月５日


２月６日�
２月７日�

２月８日�

３月３日	

３月４日


１
月
１９
日
�
・
２０
日
�

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

日程

学
部
個
別
日
程

全
学
部
日
程

後
期
日
程

種別
セ
ン
タ
ー

前
期

セ
ン
タ
ー
中
期

セ
ン
タ
ー

後
期

試
験
地

（
財
）日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟

橋
本
聖
子
会
長
を
迎
え
て

教育後援会創立６０周年

教育後援会総会を開催
平 成
１９年度会長に古渕氏選出

地域住民のみなさんと
コミュニケーション

長
澤
規
矩
也
氏
旧
蔵
の
長
澤
文
庫

蔵
書
印
に

こ
め
ら
れ
た
思
い

２００８
年度
入
学
試
験
実
施
概
要
が
決
定

千
里
山
で
ＧＧＧＧＧＧＧＧ
ｒｒｒｒｒｒｒｒ
ｅｅｅｅｅｅｅｅ
ｅｅｅｅｅｅｅｅ
ｎｎｎｎｎｎｎｎ
ＣＣＣＣＣＣＣＣ
ａａａａａａａａ
ｍｍｍｍｍｍｍｍ
ｐｐｐｐｐｐｐｐ
ｕｕｕｕｕｕｕｕ
ｓｓｓｓｓｓｓｓ

（２）平成１９年（２００７年）６月１５日第 ３４５ 号
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受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�

学
位
取
得�

�������������
縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
文文文文文文文文文文文文文
鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢
形形形形形形形形形形形形形
土土土土土土土土土土土土土
器器器器器器器器器器器器器
�������������ででででででででででででで
新新新新新新新新新新新新新
発発発発発発発発発発発発発
見見見見見見見見見見見見見
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縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
文文文文文文文文文文文文文
鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢
形形形形形形形形形形形形形
土土土土土土土土土土土土土
器器器器器器器器器器器器器
�������������ででででででででででででで
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発発発発発発発発発発発発発
見見見見見見見見見見見見見
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文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
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形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形
土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器
��������������������������でででででででででででででででででででででででででで
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見

人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
遺

愛
の
品
物
を
棺
に
納
め
て
葬
る

こ
と
が
、
今
で
も
広
く
行
わ
れ

て
い
る
。縄
文
時
代
前
期
、今
か

ら
六
千
年
前
の
人
た
ち
も
、
同

じ
よ
う
に
土
器
や
装
身
具
を
副

葬
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
た
。

関
西
大
学
博
物
館
で
展
示
し
て

い
る
重
要
文
化
財
の
「
縄
文
鉢

形
土
器
」
も
そ
の
一
つ
で
、
大

正
七
年
に
国
府
遺
跡
（
大
阪
府

藤
井
寺
市
）
の
大
串
一
八
号
人

骨
胸
部
上
に
置
か
れ
た
状
態
で

発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

年
月
の
経
過
に
よ
り
復
元
部

分
や
接
着
に
劣
化
が
生
じ
て
い

た
た
め
、
平
成
十
八
年
度
に
東

京
文
化
財
研
究
所
と
縄
文
鉢
形

土
器
の
復
元
修
理
の
委
託
契
約

を
締
結
し
専
門
家
の
手
に
よ

り
、
修
理
が
行
わ
れ
た
。

関
西
大
学
博
物
館
（
�
橋
�

博
館
長
）
は
、
こ
の
際
に
、
鉢

形
土
器
の
底
部
に
人
為
的
な
穿

孔
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

穿
孔
は
、
土
器
を
破
壊
し
な
い

よ
う
に
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
埋
葬
時
に
実
用
品

の
機
能
を
喪
失
さ
せ
て
か
ら
供

え
た
と
考
え
ら
れ
、
埋
葬
者
に

対
す
る
篤
く
複
雑
な
「
副
葬
」

や
「
供
献
」
の
行
為
が
、
ま
さ

に
「
埋
葬
人
骨
の
胸
の
上
で
、

考
古
学
的
事
実
と
し
て
確
認
」

で
き
た
最
古
の
例
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
埋
葬
に
際
し
、

亡
く
な
っ
た
人
の
遺
品
を
壊
す

と
い
う
儀
礼
と
そ
の
精
神
の
一

端
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

今
後
、
国
府
遺
跡
の
鉢
形
土

器
の
土
器
底
部
穿
孔
や
埋
葬

法
、
日
本
列
島
の
埋
葬
習
俗
の

背
景
に
あ
る
精
神
世
界
、
埋
葬

習
俗
の
出
自
と
系
譜
に
つ
い

て
、
広
く
東
ア
ジ
ア
全
体
を
視

野
に
入
れ
て
研
究
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
修
理
を
終
え
た
国
府
遺
跡

資
料
は
、
関
西
大
学
博
物
館
第

一
展
示
室
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
博
物
館
）

日

時

七
月
十
四
日
（
土
）
十
三

時
三
十
分
〜
十
七
時

会

場

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
文

館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教

室定

員

二
百
人

今
夏
、
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪

文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

初
め
て
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
。
経
済
変
動
の
著
し
い
国
々

に
お
い
て
、
人
び
と
の
生
活
の
な
か

に
文
化
遺
産
は
ど
の
よ
う
に
息
づ
い

て
い
る
の
か
―
中
国
・
韓
国
・
日
本
に

お
い
て
、
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

に
携
わ
る
方
々
を
招
き
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

参
加
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、【
中
国
】
楊

志
剛
氏
（
復
旦
大
学
文
物
博
物
館
学

系
教
授
）、
�
恩
培
氏
（
蘇
州
市
職
業

大
学
呉
文
化
研
究
所
所
長
）、
陳
来
生

氏（
蘇
州
科
技
学
院
管
理
学
院
）、【
韓

国
】
金
鎬
詳
氏
（
財
団
法
人
新
羅
文

化
遺
産
調
査
団
）、
金
美
貞
氏
（
韓
国

観
光
ガ
イ
ド
）、【
日
本
】
奈
良
俊
哉

氏
（
近
江
八
幡
市
文
化
振
興
課
）
の

計
六
人
。
進
行
は
、
�
橋
�
博
セ
ン

タ
ー
長
が
つ
と
め
る
。

文
化
遺
産
を
通
し
た
国
際
交
流
の

場
に
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
の
参

加
を
望
む
。

（
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究

セ
ン
タ
ー
）

「
底
を
穿
た
れ
た
縄
文
土
器
」

（
上
）、「
土
器
を
胸
の
上
に
供
え

て
屈
葬
さ
れ
た
縄
文
人
」（
下
）

関
西
大
学
簡
文
館
が
国
の「
登

録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）」
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

同
館
内
に
あ
る
年
史
資
料
展
示

室
で
は
、
特
別
企
画
展
「
簡
文

館
も
の
が
た
り
」
を
開
催
し
て

い
る
。
壁
面
の
年
表
と
中
央
の

パ
ネ
ル
写
真
か
ら
は
、
昭
和
三

年
、
大
学
図
書
館
と
し
て
建
築

さ
れ
た
簡
文
館
が
、
大
学
の
規

模
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
書
庫

の
増
築
を
く
り
か
え
し
、
五
十

八
年
間
に
わ
た
り
図
書
館
と
し

て
機
能
し
た
足
跡
が
う
か
が
え

る
。そ

の
な
か
で
昭
和
三
十
年
、

円
形
の
開
架
閲
覧
室
増
設
に
お

よ
ん
で
建
築
家
の
村
野
藤
吾
氏

が
設
計
を
手
が
け
た
。
村
野
氏

は
、
昭
和
四
十
二
年
に
文
化
勲

章
を
受
章
し
た
著
名
な
建
築
家

で
あ
る
が
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
六

年
か
ら
約
三
十
年
の
間
に
数
多

く
の
建
物
を
設
計
し
て
い
る
。

展
示
室
に
掲
げ
ら
れ
た
「
関
西

大
学
と
村
野
藤
吾
」
と
題
し
た

説
明
パ
ネ
ル
の
写
真
や
展
示
ケ

ー
ス
内
の
ス
ケ
ッ
チ
を
見
る

と
、こ
の
簡
文
館
や
円
神
館
（
現

Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
）
を
は
じ
め
と

す
る
円
形
建
物
に
村
野
氏
の
個

性
が
に
じ
み
出
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。
そ
の
ゆ
え
か
、

簡
文
館
は
学
園
風
景
画
の
モ
デ

ル
と
し
て
も
人
気
が
あ
っ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
望
む
簡
文
館

を
描
い
た
松
浦
莫
章
、
井
手
孝

両
画
伯
の
絵
画
は
、
往
時
を
知

る
校
友
に
と
っ
て
は
学
生
時
代

の
思
い
出
を
か
き
た
て
る
も
の

と
な
ろ
う
。

時
は
め
ぐ
り
、
簡
文
館
は
図

書
館
か
ら
博
物
館
と
年
史
資
料

展
示
室
を
備
え
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

へ
と
変
貌
し
て
き
た
が
、
そ
の

温
も
り
と
親
し
み
、
美
し
さ
は

変
わ
ら
な
い
。
本
学
に
現
存
す

る
最
も
古
い
建
築
物
が
つ
む
ぎ

だ
す
「
簡
文
館
も
の
が
た
り
」

に
、
終
章
は
な
い
。

（
年
史
編
纂
室
）

○
２
０
０
７
年
度
日
本
質
量
分

析
学
会

◆
学
会
賞

化
学
生
命
工
学
部
教
授

荒
川

隆
一

（
平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
）

○
平
成
十
九
年
度
土
木
学
会
関

西
支
部
年
次
学
術
講
演
会

◆
優
秀
発
表
賞

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
二

濱
本

淳
平

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
一

大
野

純
平

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
一

北
村

知
規

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
一

野
沢

直
也

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
一

服
部

和
彦

（
平
成
十
九
年
五
月
二
十
六
日
）

○
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
０
７

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

商
学
部
三
年
次
生

後
明

寿
枝

（
平
成
十
九
年
六
月
二
日
）

五
月
最
後
の
日
曜
。
早
朝
か

ら
、
人
び
と
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
れ
る
。
学
生
の
挨
拶
と
、
テ

ー
マ
「C

om
in'�

」
の
文
字

が
彼
ら
を
歓
迎
す
る
。
普
段
は

静
か
な
休
日
の
キ
ャ
ン
パ
ス
だ

が
、
こ
の
日
は
「
特
別
」
で
あ

る
。

高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
に
約
三
千
八
百

人
が
訪
れ
た
。
今

年
は
、
高
槻
市
内

小
学
生
対
象
の
一

日
ス
ケ
ー
ト
教
室

が
開
催
さ
れ
、
八

十
八
人
の
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
見

学
の
家
族
を
合
わ

せ
、
約
三
百
人
が
ア
イ
ス
ア
リ

ー
ナ
に
向
か
う
。

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
両
隣
に

あ
る
二
つ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
地
元
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
の
試
合
と
、
関
大
一
高
と

阿
武
野
高
校
に
よ
る
野
球
の
親

善
試
合
が
行
わ
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
気
に
負
け

な
い
模
擬
店
（
十
七
団
体
）

や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
六

十
八
団
体
）
の
熱
い
商
戦
を
楽

し
む
人
び
と
が
、
突
然
の
太
鼓

の
音
に
ス
テ
ー
ジ
へ
と
顔
を
向

け
る
。

ス
テ
ー
ジ
二
カ
所
で
は
、
応

援
団
演
舞
・
演
奏
、
音
楽
系
サ

ー
ク
ル
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や

ダ
ン
ス
、
そ
し
て
劇
な
ど
の
合

計
十
二
団
体
が
競
っ
て
観
客
を

魅
了
し
た
。
中
で
も
、
地
元
高

槻
市
の
芥
川
高
校
和
太
鼓
部

は
、
海
外
で
も
活
躍
す
る
実
力

を
披
露
し
て
く
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
外
企
画
で
は
、
Ｋ

Ｗ
Ａ
プ
ロ
レ
ス
、
合
同
企
画
の

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
等
の
ほ
か
、

高
槻
市
保
健
所
に
よ
る
ク
イ
ズ

や
パ
ネ
ル
・
キ
ル
ト
展
示
の
エ

イ
ズ
予
防
啓
発
も
あ
っ
た
。

Ｅ
棟
で
は
、
校
友
会
開
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
、
本

学
出
身
の
映
画
監
督
小
林
聖
太

郎
氏
を
講
師
に
招
い
た
総
合
情

報
学
部
講
演
会
、
さ
ら
に
学
生

企
画
と
し
て
総
合
情
報
学
部
加

藤
隆
教
授
の
「
日
常
生
活
に
お

け
る
認
知
心
理
学
」
と
題
し
た

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
Ｔ
Ｖ
会

議
や
世
界
の
祭
の
異
文
化
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
好
評
だ
っ
た
。

人
気
の
ス
タ
ジ
オ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、「
待
っ
た
ナ
シ
の
右
脳
バ

ト
ル
」
企
画
に
参
加
し
た
回
答

者
の
熱
演
に
観
客
席
か
ら
大
爆

笑
も
巻
き
起
こ
っ
た
。

す
べ
て
の
企
画

は
、
何
日
も
何
カ

月
も
前
か
ら
準
備

が
必
要
で
あ
り
、

「
特
別
」
な
一
日

は
、
努
力
し
た

日
々
の
延
長
で
あ

る
。
本
当
は
毎
日

が
特
別
な
日
な
の

だ
と
、
学
生
た
ち

の
表
情
が
物
語

る
。実

施
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
者
各
位
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

そ
し
て
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
に
、
来
年

の
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
で
再
会
で
き

る
こ
と
を
願
う
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
グ
ル
ー
プ
）

総総合合情情報報学学部部生生のの手手作作りりアアーーチチ

今
回
は
、
政
策
グ
リ
ッ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
験
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
社
会
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
用
い
た
社
会
制
度
設

計
支
援
に
関
す
る
研
究
の
最
前

線
を
示
す
。
聴
講
自
由
。

日

時

六
月
二
十
日
（
水
）

十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

Ａ
Ｖ
大
教
室

テ
ー
マ

グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
政
策
立
案
支
援

へ
の
応
用

講

師

村
田
忠
彦
（
政
策
グ

リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

実
験
セ
ン
タ
ー
長
・
総
合
情
報

学
部
准
教
授
）

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

t
tp���w

w
w
.k
an
sai�
u.

ac.jp�K
eiseiken�

）
に
て

公
開
。

（
研
究
所
事
務
室
）

○
品
川

哲
彦

／
博
士
（
文

学
）
京
都
大
学

「
正
義
と
境
を
接
す
る
も
の
―

責
任
と
い
う
原
理
と
ケ
ア
の
倫

理
―
」

学
位
取
得
年
月
日
は
平
成
十
九

年
三
月
二
十
三
日

「
関
西
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

講
座
」
を
一
般
社
会
人
の
方
を

対
象
に
下
表
の
テ
ー
マ
で
開
催

し
ま
す
。
会
場
は
、
関
西
大
学

第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学
校

親
和
館
二
階

親
和
ホ
ー
ル
。

す
で
に
六
月
一
日
か
ら
申
込

受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
（
定

員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま

す
）。申込

方
法
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
事
務
室
（
�
０６
―

６
３
６

８
―

０
７
２
１
）
ま
で
。

高槻キャンパスで伝統芸術を
披露した芥川高校和太鼓部

�「なにわの文化遺産（二）」
講 師

関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター研究員
関西大学文学部教授 黒田 一充
関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター研究員
京都橘大学文学部准教授 有坂 道子
関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター研究員
阪急学園池田文庫研究員 北川 博子

※時間は１８時３０分～２０時

テーマ

四季おりおり 大阪の祭り

なにわの町人学者・木村蒹葭堂

浮世絵に見る大坂の歌舞伎

日 程

７／４（水）

７／１１（水）

７／１８（水）

博博
物物
館館
所所
蔵蔵
のの
重重
要要
文文
化化
財財

高高
槻槻
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
祭祭

３３
千千
人人
以以
上上
がが
来来
学学

イ
ベ
ン
ト
な
ど
大
好
評

「「簡簡文文館館ももののががたたりり」」開開催催

（事情により内容に変更が
生じる場合があります）

第２回 関西大学
ミュージアム講座

年史資料展示室で

経
済
・
政
治
研
究
所

公公公公公公公公公公公公公公公公
開開開開開開開開開開開開開開開開
講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催

テーマは

国国際際シシンンポポジジウウムム ７７月月１１４４日日にに

「
人
々
の
暮
ら
し
と
文
化
遺
産

―
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
対
話
―
」

関関西西大大学学ななににわわ・・大大阪阪文文化化遺遺産産学学研研究究セセンンタターー主主催催

平成１９年（２００７年）６月１５日第 ３４５ 号（３）



関西大学ソシオネットワーク戦略研究センター（略称：RCSS）
は、平成14年に設立され、日本発の独創的学問分野「ソシオネット
ワーク戦略研究」を開拓した実例として政策学界の高い評価を受け
ている。たとえば、①世界初の銀行業パネルデータ分析により、銀
行業IT投資の経済価値の計測に成功、②ソフトウェア資本の効率性
の企業別推計に成功し、金融業の平均値が非金融業よりも遥かに高
い事実を発見、③郵便貯金の事業所別推計に成功し、公的機関IT資
産と経営組織の補完性を発見、④インターネット・サービス・プロ
バイダの効率性の企業別推計に成功し、IT効率性の2極化現象を発
見、⑤日本最高速の通信網である「スーパーSINET」により、大阪
大学や富士通研究所と接続し、政策グリッドコンピューティング・
シミュレーションに世界最初に成功するなど、研究成果はいずれも
斬新。情報ネットワークを戦略的に駆使し、国や地方公共団体の政
策提言まで行ってしまおうとする、斬新でユニークな政策実証研究
で知られている。同時に、社会現象や人間の行動を正確にシミュレ
ーションするために、「政策データマイニング」理論の重要性を説き、
大規模な政策シミュレーションを行うための大容量の計算機資源と
して、「グリッドコンピューティング」の手法を活用することを早く
から提唱しているのも、このセンターだ。この春、さらに3年間、
継続して研究を行うことが国から認められ、文理融合型の高度な政
策研究をますますリードすることが期待されている。新しくなった

東京センター内に、東京政策実験室を設置し、RCSSの研究実績に
基づく3つの政策課題、1. 金融ネットワーク政策チーム、2. インタ
ーネット政策チーム、3. 年金政策チームによる研究が今後、一層加
速する。

■ 若手研究者の声 ＲＡ 大東正虎さん（社会学研究科Ｄ３）

去る3月30日に開催されたRCSS第１期研究成果報告会で行われ
た総括シンポジウム「若手研究者大いに語る－ソシオネットワーク
戦略の未来－」では、ここRCSSで研究活動に参加しているPDや、
ここを巣立ち、国の研究機関などで研究者となった先輩たちによる
最新の研究報告と討論が行われました。分散コンピュータシステム、
日本のインターネッ
ト・サービス・プロ
バイダに関する実証
分析、ICTインフラ
政策の経済学的検討、
ICT投資に関する実
証研究と情報セキュ
リティの経済分析な
どの報告があり、最
後に、学際研究支援
システムの提案があ
りました。後半では、
フロアも含めて活発
な質疑応答が行われ、
参加した我々RAにと
って、博士論文を執筆するうえでの数々の貴重な示唆を与えてもら
いました。この最新の研究施設と誰でも討議に参加できる自由でエ
ネルギッシュな気風。私もRCSSの一員として研究活動に参加でき
ることを誇りに感じています。

アジア文化交流研究センター（略称：CSAC）は、東アジアにおける
文化交流の諸相を中国文化に軸足を置きながら掘り下げ、文化交流研
究の新しいディシプリン（学問領域）を構築することを目的として、平
成17年4月に設立された研究組織である。ここでは、言語文化研究班、
思想・儀礼研究班、交流環境研究班の3研究班体制で、5年間の共同研
究プロジェクトが進められている。

■ 若手研究者の声　ＲＡ　山田明広さん（文学研究科Ｄ３）

私は現在、RA研究員としてCSACの思想・儀礼班の研究に従事し
ています。RA研究員用の研究室という恵まれた環境の中で、共同研

究の遂行のためのさまざ
まな業務を行いながら、
今年11月末の博士論文提
出を目標に自らの研究を
進めています。私の研究
は、中国の三大宗教の一
つである道教、その中で
も特に道教儀礼を専門と
しています。現在は、主と
して台湾で行われている
道教の死者儀礼について、
その構造や歴史的変遷、

背景にある思想を中心
に、フィールドワーク
と文献資料の両方を用
いた研究を行っていま
す。台湾では日本で見
ることのできない道教
をはじめとするさまざ
まな宗教儀礼をたくさ
ん調査してきました。
機会があれば、みなさ
んにもそのうちのいく
つかをお見せできれば
と思っています。

◆　　　　　◆
CSACではさまざまな活動を行っていますが、その主なものの一つ

に、国際シンポジウムや研究集会等、各種研究会を開催するというの
があります。研究会では、国内外から各分野の第一線で活躍する研究
者を招き、最先端の報告をしていただきます。また、ここには研究に
必要なさまざまな設備も整っています。例えば、書庫および広大な開
架スペースがあり、道教の一切経に当たる『道藏』など私の研究に必
要不可欠な各種書籍や雑誌が非常に充実しています。また、高性能な
コンピュータも多数設置されており、『中国基本古籍庫』などといった
テキスト検索のための各種データベースも完備されています。中でも
従来の道教関係データベースには収録されていなかった道教儀礼関
係の資料も豊富に取り入れられているため、これまで手作業で長時間
かけて行ってきたテキスト検索の作業が一瞬でできるようになり、研
究上非常に役立っています。この『中国基本古籍庫』は、現在までのと
ころ、日本には本学と早稲田大学にしかなく、CSACの自慢の一つに
なっています。みなさんが少しでも、東アジアにおける文化交流の諸
相を研究する拠点としてのCSACに興味を持っていただければ嬉しく
思います。

「研究支援センター」って、どんなサービスをするところ？

研究支援センターは、教育職員をはじめPD※1、RA※2

などの若手研究者が優れた研究成果をあげるため、そ
の研究活動全般をサポートするセクションである。
研究に必要な図書や物品の調達、研究発表のための
出張手続きなどの事務を一手に引き受けている。だ
が、このセンターのもうひとつの大きなミッション
は、「外部の競争的資金」をどれだけ獲得するかとい
うことにある。例えばすべての研究者が応募できる、
わが国で最もベーシックな競争的資金である科学研
究費補助金（以下「科研費」という）や国の最大規模
の研究開発実施機関（NEDO）が募集する事業、ある

いはグローバルCOEプログラムなどの大学院におけ
る教育と研究を大きく改革するための国家的な大型
補助金。こうした「外部の競争的資金」を獲得し、
その研究成果をどれだけ学生諸君への教育や社会へ
の貢献に活かしているかが今、大学が社会から評価
される際の大きな要素になっている。本学の研究推
進の基本戦略は、学長や副学長を中心に全学の意向
を反映する形で策定されている。国の方針や時代の
ニーズを睨みつつ、「研究に強い関西大学」としてのブ
ランドの確立に、総力をあげて取り組んでいる。

（研究支援センター）

たとえば前述した科研費。平成19年5月に発表さ
れた採択（内定）状況で、本学は161件、3億9,000
万円を超える研究費を獲得。この数字は、医歯薬科
系の学部を持つ大学を除く全国の私立大学中、第3
位。4年制私立大学全体の中でも10位にランクされ
る。また、「私立大学学術研究高度化推進事業」※3の
選定実績も注目に価する。これは、文部科学省が募
集する大型のプロジェクトで、選定されれば5年間に
わたって億単位の研究経費（原則、当該事業費の半
額）が国から補助される。これまでに本学が選定を受
けた拠点の数は27件で、全私学中で不動の第3位を
誇り、現在、16の研究拠点が、活発な研究活動を展
開中だ。先端研究における分野の多彩さとポテンシ
ャルの高さ。こうした強みが、私学のトップ集団を走
る本学のステイタスの証でもある。

総括シンポジウム「若手研究者大いに語る」の様子

なにわ・大阪文化遺産学研究センターは、平成17年4月にオープ
ン・リサーチ・センター整備事業として関西大学博物館のなかに設置
された。学内外の研究員とPD、RAからなる総勢42人により、祭礼遺
産、生活文化遺産、学芸遺産、歴史資料遺産の4研究班で発足した。セ
ンターは、なにわ・大阪の地に集積されてき
た文化遺産の総合人文学的研究を展開して
いる。もちろん、伝統技術や景観、さらには食
文化なども含めている。「文化遺産学」とは、
①何が文化遺産なのかを考えること、②その
研究の方途を模索し、構築すること、③その
成果を広く社会に還元することと構想して
いる。有形・無形の文化遺産の研究と公開、
21世紀の大阪における文化資源の活用をめ
ぐる将来像、ならびに文化遺産を核とした地
域再生の途を提示することが、この研究セン
ターの目標。センター活動のなかで、大阪府
下の公私の博物館や資料館、顕彰会、NPO団
体などの研究者・学識経験者と積極的に連携を行い、若手研究者や博
物館学芸員、文化財保存修復技師、文化遺産ボランティアなど高度専
門職業人の育成もその活動の一環としている。
昨年10月の宵、尚文館前中庭で繰り広げられた「篝

かがり

の舞楽」。古式ゆ
かしく彩り鮮やかな衣装と舞、演奏。本センターと縁の深い雅亮会

がりょうかい

の
協賛を得て、本学の創立120周年記念学術講演会をしめくくった一
大イベントは記憶に新しい。その荘厳なパフォーマンスに魅了された
人も多かったに違いない。大阪を代表する関西大学。大阪から世界に

発信するなにわ文化。研究対象とする時代軸と文化の在り様を横断的
かつ自在に翔るという新しい研究手法は、豊かな人間性で人を惹きつ
ける得橋センター長の発想。今後、なにわ・大阪の文化を文化遺産とし
て研究する拠点として、ますます研究成果の発信を展開していくこと
が期待される。

■ 若手研究者の声　ＰＤ　櫻木　潤さん

昨年、センターでは、ワークショップなどで天王寺舞楽を取り上げ、
私は、その企画の段階から当日の運営までに関わりました。子どもた
ちに対して年長者が熱心に指導している姿に、天王寺舞楽が1,400
年にもわたって受け継がれてきた理由がわかるとともに、この伝統を
さらに守り続けていかなければならないことを強く感じました。笙

しょう

と
いう楽器は、演奏していないときには、火鉢などで温めなければなら

ないということも、この時に初めて知ったこ
とです。
天王寺舞楽のほかには、ワークショップ

「茶釜と茶菓子」で、工芸作家の角谷征一氏に
茶釜の製作過程を教えてもらいました。大阪
では古くから「河内鋳物師」が有名ですが、先
生の製作についてのお話や作品を目の前に
して、大阪には優れた伝統技術があるのだと
誇りに思ったものです。
センターでの調査や研究では、生まれてか

ら一度も大阪を離れたことがなかったにも
かかわらず、実は大阪については何も知らな
かったということを自覚させられ、大阪にあ

る隠れた伝統文化にもっと積極的に目を向けなければならないこと
を痛感する毎日です。それは、研究室での調査・研究からだけではなく、
現地に足を運び、地域の人びととコミュニケーションをとることを通
して感じることであり、こうした手法は、センター独自の研究の方途
であるといえるでしょう。センターで刊行している年報や『なにわ・大
阪文化遺産学叢書』、『NOCHS Occasional Paper』などを一度手に
とって、関大生のみなさんにも、大阪には誇るべき文化遺産があるこ
とをぜひとも知ってほしいと思います。

かがり火に照らしだされたキャンパス内の
特設舞台で演じられた「篝の舞楽」

「特別研究員制度」について
コ
ラ
ム

次代を担う若き研究者を育てる先端研究の現場から

？
「研究」に強い関西大学の実力とは？

！育て、次代を担う若手研究者たちよ！

次世代エネルギー源としては、太陽電池、風力発電などが広く知
られている。しかし、その実用化と普及には、速やかに充放電でき、
かつ寿命の長い新しい蓄電システムの開発が不可欠といわれている。
そこで、新しい蓄電システムとして注目を集めているのが、電気二
重層キャパシタ（EDLC）である。このプロジェクトのリーダー石川
正司教授は、将来型エネルギー利用システムの最有力候補「キャパ
シタを主要構成要素とする蓄電システム」開発の第一人者である。
産学連携研究という研究組織の特性を如何なく発揮し、大阪府地域
結集型共同研究事業などにも参画。この研究プロジェクトにおける
研究内容の概要は、キャパシタと電池の主要構成要素である電極材
料と電解質材料の新規設計と、電気化学的評価など多岐にわたり、
これらのアイデアと技術の粋を結集し、将来のエネルギー問題に対
処できる、省エネルギー型蓄電システムの開発を行っている。材料
化学的な最適化とシステムの最適化の両者を同時に進めることによ
り、本当に実用的な「キャパシタを主要構成要素とする蓄電システ
ム」の開発が進められるわけである。

■ 若手研究者の声　ＲＡ　本田裕一さん（工学研究科Ｄ２）

私は、最近20年の科学における最大の発見の一つである「カーボ
ンナノチューブ（CNT）」と呼ばれる円筒状の形をした炭素材料をキ
ャパシタの電極に応用する、最先端の研究を行っています。CNTは

鋼鉄の20倍の強度を持ち、銅の1,000倍の電流を流すことができる
といった、従来の材料を遥かに凌駕する物性を持っています。私は、
この材料を垂直方向に整列させることによって電極化したものをキ
ャパシタに使用し、数百倍も上回る出力を発現させることに成功し
ました。また、CNT
がミクロンオーダー
（１ミリの千分の一
のレベル）の長さで
あることから、キャ
パシタ自身の厚みを
数百ミクロンまで薄
くでき、その結果、
携帯機器やモバイル
電子機器への搭載が
可能になります。さ
らに、この薄型キャ
パシタを小型のパワ
ー用途として利用す
ることで、現在の二
次電池の寿命の大幅
な向上が期待できます。このような最先端の研究を行う上では、い
かに早く公の場に出すかが重要になってきます。
そこで、日頃から常に世界の研究動向を視野に入れて研究を行い、

その結果をまず国内の学会で発表し、さらに論文としても投稿しま
す。また、世界中の研究者達が集うような国際学会での発表は非常
に良い経験になります。例えば、世界的な偉業を成し遂げた研究者
達の発表を本人達から直接聞け、論文上の人物を目の当たりにでき
ます。このような経験は、私の日々の研究の強いモチベーションに
なっています。

キャパシタ組み立て作業

研究支援センターは、教育職員だけの窓口ではない。
ここで紹介する特別研究員制度など、大学院生に対する
直接的な申請書作成の支援の窓口でもある。
特別研究員制度は、我が国の学術研究の将来を担う創

造性に富んだ研究者の養成と確保を目的として、独立行
政法人日本学術振興会が行う事業だ。募集の対象は大学
院博士課程後期課程在学者を含む34歳未満の若手研究
者。研究職をめざす若手研究者にとっては、有力なキャ
リアパスとなる。採用率は、13～16％前後とやや難関
だが、過去4年間の申請者数は、平均1万1,000人～1万
2,000人にのぼる。本学からも、例年１～２人がこの難
関を突破して採用されている。この特別研究員を足がか
りに、本学の専任教員になった例もある。

特別研究員は研究資金を獲得できる、とても魅力的な制度です。
私は、研究のための資料の購入や学会費用等に使っています。また、
半年以内の海外渡航も許されるので、現地でのフィールドワークや
資料収集の費用にも活用させてもらう予定です。確かに採用される
のはそうたやすくはないのですが、「自分のやってきた研究テーマ
を指定された字数と様式の中でどうアピールしたらいいのか」とい
ったことなど、申請のプロセスで学ぶべきことも多いです。採択さ
れれば、科研費（特別研究員奨励賞）で、自分の研究計画を自分で
プランニングするという、研究者としての醍醐味が味わえます。ぜ
ひ、みなさんにもチャレンジしてみることを薦めたいですね。
（現在溝井さんはこの制度を活用して、ドイツのゲッティンゲン大学に資料収集の
ために滞在中です。）

キャンパスのところ狭しと展開する16の学術研
究高度化推進拠点。いずれも大学院あるいは研究
所というハイレベルな研究内容を誇り、PD※1ある
いは大学院生・RA※2など、多くの若手研究者の育
成にも力を注いでいる。今号では次の4つの拠点
を取り上げ、「若手研究者」と呼ばれる先輩たちの
活躍ぶりを紹介しよう。

打城科儀におけるタンキーの介入（於高雄県林園郷）

発
表
科
儀
に
て
道
士
が
五
雷
牌
を
掲
げ
元

帥
神
を
召
請
し
て
い
る
様
子
（
於
台
南
市
）

この春、特別研究員に採用された溝井裕一さん
（文学研究科D３）からのメッセージ。

※1 PD=ポスト・ドクトラル・フェローの略。任用時に
35歳未満で博士の学位を取得した者（人文・社会
科学系ではそれに相応する能力を有する者）で、外
部資金による研究プロジェクトに共同研究者として
従事する者。

※2 RA=リサーチ・アシスタントの略。本学大学院博士
課程後期課程に在籍する学生で、外部資金による
研究プロジェクトに研究補助者として従事する者。

※3 私立大学学術研究高度化推進事業には、「ハイテ
ク・リサーチ・センター整備事業」「学術フロンティ
ア推進事業」「産学連携研究推進事業（現.社会連携
研究推進事業）」「オープン・リサーチ・センター整
備事業」の4つの事業区分がある。

「東アジアにおける
文化情報の発信と受容」

－学術フロンティア推進事業プロジェクト－

■ 研究代表者：文学部・松浦章教授
アジア文化交流研究センター長

「将来型電気エネルギー社会を支える
『キャパシタ型蓄電システム』の開発」

－産学連携研究推進事業プロジェクト－

■ 研究代表者：化学生命工学部・石川正司教授
先端科学技術推進機構・副機構長

「社会基盤としてのネットワーク戦略の
開発・実験・法試案と予算試案の作成」

－学術フロンティア推進事業プロジェクト－

■ 研究代表者：総合情報学部・鵜飼康東教授
ソシオネットワーク戦略研究センター長

「なにわ・大阪文化遺産の
総合人文学的研究」

－オープン・リサーチ・センター整備事業プロジェクト－

■ 研究代表者：文学部・得橋湯博教授
博物館長
なにわ・大阪文化遺産学研究センター長

（４）平成１９年（２００７年）６月１５日第 ３４５ 号（７）
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規
程
を
設
け
る
目
的
は
、

学
生
の
権
利
に
配
慮
し
つ
つ
、
ル
ー

ル
に
従
っ
た
懲
戒
処
分
手
続
き
を
進

め
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
学

生
の
懲
戒
処
分
を
、
こ
れ
ま
で
と
比

較
し
て
よ
り
容
易
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
の
軽
微
な
事
案
に
係
る
学
生
へ

の
教
育
指
導
は
当
該
学
生
が
所
属
す

る
学
部
等
が
行
い
ま
す
が
、
学
部
等

に
お
い
て
行
為
の
意
図
、
内
容
、
結

果
が
懲
戒
処
分
の
い
ず
れ
か
に
相
当

す
る
重
大
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
限
っ
て
、
こ
の
規
程
に

し
た
が
っ
た
懲
戒
処
分
手
続
き
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２

処
分
決
定
後
、
冤
罪
が
発
覚
し

た
場
合
の
措
置
に
つ
い
て

懲
戒
対
象
行
為
が
懲
戒
処
分
の
対

象
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
学
生
の
権

利
保
護
の
観
点
に
立
っ
て
慎
重
な
事

実
認
定
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
懲
戒

処
分
が
決
定
後
、
仮
に
冤
罪
と
認
め

ら
れ
る
よ
う
な
事
態
に
い
た
っ
た
と

き
は
、
大
学
は
所
属
学
部
等
の
教
授

会
を
通
じ
て
、
学
生
へ
の
謝
罪
、
権

利
回
復
や
補
償
の
措
置
等
、
適
切
な

対
応
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３

第
９
条
第
５
項
の
学
生
を
補
佐

す
る
教
員
等
に
つ
い
て

学
生
を
補
佐
す
る
「
教
員
等
」
と

は
、
学
生
の
指
導
教
員
、
父
母
等
の

家
族
、
友
人
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
特
段
の
事
情
が
あ
る

場
合
に
は
、
弁
護
士
に
よ
る
補
佐
の

可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
て
、「
教
員

等
」
と
し
て
い
ま
す
。

４

停
学
中
の
授
業
へ
の
出
席
や
課

外
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て

停
学
中
は
、
授
業
へ
の
出
席
は
も

ち
ろ
ん
、
公
認
・
非
公
認
に
か
か
わ

ら
ず
課
外
活
動
へ
の
参
加
も
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
間
は
、
所
属
学
部

等
に
お
い
て
継
続
的
な
教
育
指
導
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５

第
１４
条
の
処
分
決
定
後
の
告
示

の
方
法
に
つ
い
て

懲
戒
処
分
が
決
定
し
た
と
き
は
、

処
分
の
内
容
や
理
由
を
記
載
し
た
文

書
を
掲
示
し
、
告
示
し
ま
す
。
た
だ

し
、
そ
の
際
は
、
個
人
情
報
に
配
慮

し
、
処
分
対
象
者
の
氏
名
は
公
表
し

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

６

大
学
が
退
学
処
分
を
行
う
こ
と

へ
の
疑
義
に
つ
い
て

退
学
は
学
生
と
し
て
の
身
分
を
剥

奪
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
学
生
に
と

っ
て
は
最
も
重
い
懲
戒
処
分
に
な
り

ま
す
が
、
懲
戒
事
由
に
対
す
る
行
政

処
分
や
民
事
・
刑
事
処
分
を
受
け
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大

学
が
懲
戒
処
分
を
回
避
し
た
り
軽
減

し
た
り
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。
大
学
は
社
会
に
対
し

て
、
大
学
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

関
西
大
学
で
は
、
学
則
第
４０
条
及
び
第
４１
条
に
お
い

て
、
学
則
及
び
諸
規
程
に
違
反
し
た
場
合
や
、
学
生
の
本

分
に
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
、
本
学
学
生
に
対
し

け
ん
せ
き

て
「
退
学
」、「
停
学
」、「
譴
責
」
な
ど
の
処
分
を
付
す
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
処
分
手
続

き
を
定
め
た
明
文
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
度
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
権
利
保
護
に
配
慮
し
つ

つ
、
懲
戒
処
分
手
続
き
の
透
明
化
・
統
一
化
を
図
る
た
め

に
、「
関
西
大
学
学
生
懲
戒
処
分
規
程
」
を
制
定
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
規
程
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
深
く
か

か
わ
る
も
の
で
す
の
で
、
平
成
十
九
年
三
月
十
六
日
か
ら

三
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
在
学
生
全
員
に
対
し
、
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
意
見
聴
取
を
行
い
ま

し
た
。
二
週
間
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が
、
四
十
八
件（
文

書
に
よ
る
も
の
一
件
を
含
む
）が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

以
下
、
特
に
質
問
や
意
見
の
多
か
っ
た
事
項
に
関
し

て
、
大
学
と
し
て
の
所
見
を
示
す
こ
と
と
し
ま
す
。
な

お
、
質
問
や
意
見
の
な
か
に
は
、
規
程
以
外
の
事
項
に
関

す
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
規
程
に
対
す
る
意

見
聴
取
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に
絞
っ
て

お
答
え
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

※
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
の
間
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
て
掲
示
し
た
内
容
の
再
掲
と

な
り
ま
す
。

１

第
５
条
に
お
い
て
「
譴
責
」
は

学
部
長
等
が
行
う
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
学
部
長
等
が
教
授
会
の

議
を
経
ず
に
単
独
で
処
分
を
行
え

る
よ
う
に
思
え
る
。
譴
責
の
場
合

の
懲
戒
処
分
手
続
き
の
要
否
が
不

明
確
で
あ
る
。

↓
規
程
第
４
条
第
１
項
に
お
い

て
「
譴
責
」
も
懲
戒
処
分
に
含

む
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
第

５
条
に
お
い
て
、
学
部
長
等
が

そ
の
執
行
者
で
あ
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、「
教
授
会
の
議
を
経
る
」
こ

と
を
定
め
た
第
３
章
の
懲
戒
処

分
手
続
き
の
規
定
は
、
「
譴

責
」
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

２

懲
戒
処
分
の
基
準
を
具
体
的
に

定
め
、
そ
れ
を
公
表
す
る
規
程
を

設
け
る
こ
と
。

↓
懲
戒
処
分
規
程
に
関
す
る
学

部
長
・
研
究
科
長
会
議
の
申
し

合
わ
せ
事
項
を
定
め
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
個
別
具
体
的

な
懲
戒
事
由
と
処
分
内
容
を
画

一
的
に
定
め
、
公
表
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
教
授
会
に
お

い
て
は
、
個
別
の
事
案
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
し
処
分
内
容
を

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３

処
分
の
根
拠
と
な
る
べ
き
文
書

そ
の
他
の
証
拠
は
、
弁
明
の
機
会

の
前
に
処
分
対
象
者
に
開
示
す
る

規
定
を
設
け
る
こ
と
。

↓
文
書
以
外
の
供
述
証
拠
や
人

証
な
ど
は
開
示
不
可
能
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
第
９
条
第
４
項

の
手
続
き
で
十
分
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

４

処
分
に
は
理
由
（
処
分
の
根
拠

と
な
る
事
実
と
判
断
理
由
）
を
明

記
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

↓
第
１４
条
に
規
定
し
て
い
ま

す
。

５

処
分
対
象
者
が
正
当
な
理
由
な

く
、
口
頭
に
よ
る
弁
明
の
機
会
に

出
席
せ
ず
、
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ

る
文
書
を
提
出
し
な
い
際
に
制
裁

措
置
（
弁
明
の
手
続
き
の
終
了

等
）
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

↓
処
分
対
象
者
に
対
す
る
口
頭

に
よ
る
弁
明
は
、
懲
戒
処
分
手

続
き
に
お
け
る
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
で
す
が
、
こ
れ
に
出
席
し
な

い
か
ら
と
い
っ
て
懲
戒
処
分
手

続
き
が
停
止
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
正
当
な
理
由
な
く
、

口
頭
に
よ
る
弁
明
の
機
会
に
出

席
し
な
い
場
合
等
に
は
、
自
ら

弁
明
の
権
利
を
放
棄
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

６

不
服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
及
び
不
服
申
し
立
て

が
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
懲
戒
処

分
の
告
示
を
行
わ
な
い
と
す
る
規

定
を
設
け
る
こ
と
。

↓
停
学
等
の
措
置
を
含
め
処
分

の
執
行
を
先
行
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

７

不
服
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る

処
分
に
関
与
し
た
こ
と
を
不
服
審

査
委
員
の
欠
格
事
由
と
す
る
（
特

に
懲
戒
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
行
わ
れ
た
処
分
に
つ
い
て
、
懲

戒
調
査
委
員
会
の
委
員
中
、
学
長

が
指
名
す
る
教
育
職
員
が
同
一
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
）
規

定
を
設
け
る
こ
と
。

↓
不
服
申
し
立
て
制
度
の
趣
旨

か
ら
し
て
当
然
の
措
置
で
あ

り
、
規
定
を
設
け
る
ま
で
の
対

応
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

８

処
分
対
象
者
か
ら
の
申
し
立
て

を
要
件
と
し
て
、
口
頭
に
よ
る
弁

明
の
機
会
及
び
不
服
審
査
を
公
開

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
検

討
す
る
こ
と
。

↓
懲
戒
対
象
行
為
の
性
格
上
、

当
事
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
観
点
か
ら
原
則
と
し
て
公
開

は
で
き
ま
せ
ん
。

９

懲
戒
調
査
委
員
会
の
報
告
書
を

処
分
対
象
者
に
も
開
示
す
る
規
定

を
設
け
る
こ
と
。

↓
報
告
書
の
開
示
・
非
開
示
は

教
授
会
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
べ

き
こ
と
で
あ
り
、
規
定
に
よ
り

一
律
に
公
開
を
義
務
付
け
る
必

要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

１０

懲
戒
調
査
委
員
会
の
報
告
書
に

基
づ
い
て
処
分
を
な
す
場
合
に
、

処
分
対
象
者
に
と
っ
て
不
利
益
な

事
実
を
教
授
会
等
が
さ
ら
に
認
定

す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
か
、
ま
た

は
そ
れ
に
つ
い
て
弁
明
の
機
会
を

付
与
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
す
る

規
定
を
設
け
る
こ
と
。

↓
懲
戒
調
査
委
員
会
の
報
告
書

に
掲
げ
る
事
実
認
定
は
十
分
に

尊
重
す
べ
き
で
す
が
、
懲
戒
処

分
の
最
終
決
定
権
限
を
教
授
会

に
置
く
以
上
、
教
授
会
が
独
自

に
事
実
認
定
を
行
う
こ
と
を
禁

止
す
る
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１１

弁
明
の
機
会
の
付
与
の
際
に
、

本
人
の
出
席
不
能
又
は
困
難
を
要

件
と
し
て
、
代
理
人
の
出
席
を
許

容
す
る
こ
と
。

↓
適
切
な
事
実
認
定
を
行
う
う

え
で
本
人
の
出
席
が
前
提
で
あ

り
、
代
理
人
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。

１２

不
服
申
し
立
て
審
査
の
際
に

も
、
処
分
対
象
者
を
補
佐
す
る
者

の
出
席
を
許
容
す
る
規
定
を
設
け

る
こ
と
。

↓
第
９
条
第
４
項
及
び
第
５
項

の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
の
で
、

処
分
対
象
者
を
補
佐
す
る
者
の

出
席
が
許
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
新
た
な
規
定
は
不

要
と
考
え
ま
す
。

１３

不
服
審
査
委
員
会
に
教
授
会
か

ら
送
付
さ
れ
た
資
料
、
教
授
会
議

事
録
を
不
服
申
し
立
て
人
に
対
し

て
開
示
す
る
規
定
を
設
け
る
こ

と
。↓

教
授
会
の
内
部
資
料
で
あ

り
、
開
示
は
妥
当
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

１４

不
服
審
査
委
員
会
に
懲
戒
処
分

の
執
行
停
止
の
権
限
を
付
与
す
る

規
定
を
設
け
る
こ
と
。

↓
懲
戒
処
分
の
最
終
決
定
権
限

は
教
授
会
に
あ
る
た
め
、
不
服

審
査
委
員
会
に
は
執
行
停
止
権

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１５

自
主
退
学
の
不
受
理
（
第
７
条

第
２
項
）
に
つ
い
て
、
学
則
第
３８

条
及
び
関
西
大
学
事
務
取
扱
規
程

第
１５
条
の
解
釈
上
、
受
理
の
観
念

を
入
れ
る
余
地
が
あ
る
か
ど
う

か
、
疑
問
で
あ
る
。

↓
自
主
退
学
を
受
理
す
る
こ
と

は
、
懲
戒
処
分
に
よ
る
退
学
の

効
果
と
し
て
の
再
入
学
の
禁
止

を
妨
げ
る
こ
と
と
な
り
、
懲
戒

処
分
の
実
効
性
を
失
わ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

懲
戒
処
分
の
決
定
に
先
行
し
て

自
主
退
学
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

（
学
長
課
）
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関西大学学生懲戒処分規程� 制定�

平成１９年５月１０日�関西大学学生懲戒処分規程�
第１章 総 則

（趣 旨）
第１条 この規程は、関西大学学則第４０条、関
西大学大学院学則第８５条、関西大学大学院法
務研究科（法科大学院）学則第５１条及び関西
大学大学院会計研究科学則第５１条に規定する
学生の懲戒処分に関し、必要な事項を定める
ものとする。

（定 義）
第２条 この規程において「学生」とは、本学
に在籍する学部学生、大学院学生及び科目等
履修生等をいう。

２ この規程において「学部等」とは、学部及
び研究科をいう。

３ この規程において「学部長等」とは、学部
長及び研究科長をいう。

４ この規程において「教授会」とは、学部、
法務研究科及び会計研究科の教授会並びに研
究科委員会をいう。

第２章 懲戒事由及び懲戒処分の種類

（懲戒事由）
第３条 懲戒処分は、次の各号のいずれかに該
当する学生の本分に反する行為をなした者（以
下「処分対象者」という。）について行うこと
ができる。

（１）犯罪行為
（２）著しく人権を侵害する行為
（３）本学の規程に反する行為
（４）その他著しく社会的に非難されるべき行

為
（懲戒処分の種類）
第４条 懲戒処分の種類は、次のとおりとす
る。

（１）譴責 大学の教育的意思表示として書面
により戒めるもの

（２）停学 登校を停止し、自宅での謹慎を命
じるもの

（３）退学 本学学生としての身分を剥奪する
もの

（譴 責）
第５条 譴責は、学部長等が行う。
（停 学）
第６条 停学は、無期停学又は６カ月未満の有
期停学とする。

２ 停学期間は、在学期間に含め、修業年限に
含めないものとする。ただし、停学期間が２
カ月未満の短期の場合は、この間の教育指導
に基づき修業年限に算入することができる。

３ 停学期間の開始日は、教授会が決定した日
とする。

４ 停学期間中は、授業等への出席を停止する
ほか、課外活動等への参加、大学施設の使用
を禁止する。ただし、学部長等が教育指導上
必要と認めたときはこの限りでない。

５ 学部長等は、無期停学処分を受けた学生に
ついて、その反省の程度、学習意欲等を総合
的に判断して、その処分を解除することが適
当であると認めるときは、学長と協議のう
え、教授会の議を経て、処分を解除できる。

６ 無期停学の解除は、処分の開始日から６カ
月以上経過しなければ行うことができない。

（退 学）
第７条 退学は、関西大学学則第４１条、関西大
学大学院学則第８５条第３項、関西大学大学院
法務研究科（法科大学院）学則第５１条第３項
及び関西大学大学院会計研究科学則第５１条第
３項に掲げる者について行う。

２ 学部長等は、処分対象者から、懲戒処分の
決定前に自主退学の申出があった場合、懲戒
処分が決定するまでこの申出を受理してはな
らない。

３ 懲戒処分の決定後に自主退学の申出があっ
た場合でも、懲戒処分の内容が退学であった
ときは、関西大学学則第４０条及び関西大学大
学院学則第８５条第２項、関西大学法務研究科
（法科大学院）学則第５１条第２項及び関西大
学大学院会計研究科学則第５１条第２項の規定
による退学とし、本学のすべての学部等への
再入学を認めないものとする。

（謹慎の措置）
第８条 学部長等は、学生の行為が明らかに懲
戒処分に該当すると判断した場合は、懲戒処

分決定前に、２カ月を超えない範囲で、当該
学生に対し、謹慎を命ずることができる。

２ 前項の謹慎期間中は、第６条第４項の規定
を準用する。

３ 謹慎期間は、停学期間に算入することがで
きるものとする。

第３章 懲戒処分手続

（懲戒処分手続）
第９条 学部長等は、懲戒事由に当たる行為が
あったことを知りえたときは、遅滞なく事実
確認及び当該学生に対する事情聴取を行い、
懲戒処分が相当と判断した場合は、学長と協
議のうえ、次項に従って、懲戒処分手続を選
択する。

２ 懲戒処分手続は、単独の学部等の学生が関
与する懲戒処分対象行為については、当該学
生の所属学部等の教授会が事案を調査のう
え、審議、決定し、複数の学部等の学生が関
与している事案については、第１１条の懲戒調
査委員会が事案を調査し、処分に理由及び必
要性があると判断した場合には、処分内容を
提案し、その後、関係学部等の教授会におい
て処分を審議、決定する。

３ 学部等における事実確認、事情聴取に基づ
く懲戒対象行為の認定手続は、当該学部等で
定める手続に従い、学部長等の責任において
適正に行う。

４ 学部等が懲戒対象行為に関する事実認定及
び事情聴取を行うにあたっては、事前に当該
学生に被疑事実の要旨を告知し、口頭による
弁明の機会を与えなければならない。ただ
し、当該学生が心身の故障、身柄の拘束、長
期の旅行その他の事由により口頭による弁明
ができないときは文書をもって代えることが
できる。

５ 調査に際し、学生に事情聴取を行う場合
は、学生の要請があれば、学生を補佐する教
員等を同席させることができる。

６ 第３条に定める懲戒事由のうちセクシュア
ル・ハラスメントに該当する懲戒処分手続に
係る事実関係の調査等は、「関西大学セクシュ
アル・ハラスメント防止に関する規程」に定
める手続によるものとする。

（逮捕・勾留された場合等の処分手続）
第１０条 学部長等は、少なくとも次の（１）か
ら（３）の一つにあたり、迅速な処分が必要
とされる場合には、事情聴取の手続を経ず
に、懲戒処分手続を進めることができる。

（１）学生が逮捕・勾留され、学生の身柄拘束
が長期に及び接見不可能な場合

（２）学生が逃走中又は所在不明の場合
（３）被疑事実が重大かつ明白であり、当該学
生が罪状を認めている場合

第４章 複数の学部等に係る処分手続

（懲戒調査委員会の設置）
第１１条 複数の学部等の学生が関与している懲
戒対象行為については、当該学部長等からの
要請により、学長は、速やかに懲戒調査委員
会（以下「委員会」という。）を設置する。

２ 委員会は次の者をもって構成する。
（１）副学長（総務・学生担当）
（２）学生センター所長
（３）学長が指名する教育職員５名（両性で

構成する。）
３ 委員会に委員長を置き、副学長（総務・学
生担当）をもって充てる。

４ 委員に欠員が生じたときは、学長は、速や
かに後任の委員を補充しなければならない。

５ 委員会は、委員長が招集し、議長となる。
６ 委員会は、全委員の出席をもって成立し、
議事は５名以上の委員の賛同をもって決す
る。

７ 委員長は、必要がある場合には、委員会の
承認を得たうえで、委員以外の者の出席を求
め、意見を聴くことができる。

８ 委員会は、懲戒事由に該当する行為の内
容、結果、影響等を総合的に検討し、１カ月
以内に調査を完了し、その調査内容を処分の
提案を添えて学長に文書で報告しなければな
らない。ただし、特段の事由が生じた場合
は、さらに１カ月延長することができる。

９ その他懲戒処分手続については、第９条第

４項及び第５項の規定を準用する。この場合
において、「学部等」は「委員会」に読み替え
る。

（懲戒処分の決定）
第１２条 学長は、委員会から調査結果の報告を
受けたときは、直ちに当該学部長等に、報告
書を添付のうえ、文書で伝達するものとす
る。

２ 学長からの伝達を受けた学部長等は、委員
会から必要な資料を引き継いだうえ、教授会
における審議に付し、教授会は、報告書にも
とづき、懲戒処分を決定する。学部等の教授
会における審議の際には、第９条第４項及び
第５項の手続を省略することができる。

第５章 不服申立手続

（不服申立手続）
第１３条 懲戒処分を受けた学生は、処分の通知
を受けた日から３０日以内にその処分に対する
不服申立をすることができる。

２ 不服申立書には、不服理由を記載して、処
分をした教授会に提出する。

３ 教授会は、処分の理由を示す資料、教授会
議事録と共に、不服申立書を不服審査委員会
に送付する。

４ 不服審査委員は次の者をもって構成する。
（１）副学長（総務・学生担当を除く。）
（２）学長が指名する弁護士１名
（３）学長が指名する教育職員で、懲戒処分

を受けた学生の所属する学部等に属し
ない者２名（両性で構成する。）

５ 不服審査委員会は副学長が委員長を務め、
議事は多数決で決する。

６ 不服審査委員会は、教授会から提出された
資料のほか、必要に応じ事実を調査すること
ができる。

７ 不服申立をした学生は、自ら意見を述べ、
又は資料を提出することができる。ただし、
本人が出席できない等特別の事情がある場合
は、代理人をたてることができる。

８ 不服審査委員会は、処分を相当とする場合
は、不服申立を却下し、処分が相当でないと
する場合は処分を取り消し、又は変更する。
不服審査委員会は懲戒処分を重く変更するこ
とができない。

９ 前項の決定は不服申立人に通知したときに
効力を生じる。

第６章 処分の通知及び告示

（懲戒処分の通知及び告示）
第１４条 学部長等は、懲戒処分を決定したとき
は、原則として、懲戒の原因たる事実、決定
された処分の内容及びその理由を記載した文
書を作成し、被処分者に通知し、これを告示
する。

２ 成績証明書その他の学生の修学状況に関す
る文書には、原則として懲戒処分を受けた旨
の記載は行わないものとする。

第７章 守秘義務

（守秘義務）
第１５条 懲戒処分手続に関与した者は、任期中
及び退任後、学生の名誉とプライバシーを侵
害することのないよう、慎重に行動するとと
もに、任務において知りえた事項を、正当な
理由なく他に漏らしたり、私事に利用しては
ならない。

第８章 雑 則

（事 務）
第１６条 この規程に関する事務は、学部等に関
しては学部・大学院・機構事務グループ及び
専門職大学院事務グループが、委員会及び不
服審査委員会に関しては学長課が行う。

（補 則）
第１７条 この規程に定めるもののほか、懲戒処
分の実施に必要な事項は、別に定める。

附 則
この規程は、平成１９年５月１０日から施行する。

（６）平成１９年（２００７年）６月１５日第 ３４５ 号
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既
に
五
月
二
十
一
日
に
西
田

公
昭
氏
（
静
岡
県
立
大
学
准
教

授
）
に
よ
る
「
マ
イ
ン
ド
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
何
か
」
を
開

催
し
、
多
く
の
参
加
者
を
得

た
。
今
後
も
次
の
よ
う
な
学
術

講
演
会
を
開
催
す
る
。
い
ず
れ

の
講
演
も
他
学
部
教
員
・
学
生

お
よ
び
学
外
か
ら
の
来
聴
を
歓

迎
す
る
。

◇

◇

六
月
二
十
一
日
（
木
）
十
四
時

四
十
分
〜
十
六
時
十
分

第
三
学
舎
一
号
館
三
〇
一
教
室

長
谷
川
公
一
氏
（
東
北
大
学
教

授
）「
社
会
学
か
ら
み
た
地
球
温

暖
化
問
題
」

六
月
二
十
二
日
（
金
）
十
三
時

〜
十
五
時
三
十
分

第
三
学
舎
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー

ルコ
ー
ン
チ
ャ
ノ
ッ
ク
・
ラ
ク
サ

セ
リ
氏
（
タ
イ
英
字
紙
「
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
記
者
）「
タ
イ
と
日
本

の
未
来
を
考
え
る
〜
ア
ジ
ア
共

生
の
時
代
に
」
※
坂
田
記
念
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
振
興
財
団
と
の

共
催

七
月
二
日
（
月
）
十
三
時
〜
十

四
時
三
十
分

第
三
学
舎
一
号
館
三
〇
一
教
室

増
渕
敏
之
氏
（
法
政
大
学
大
学

院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
科
客
員
教
授
）「
音

楽
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
地
方
分

散
可
能
性
」

九
月
二
十
八
日
（
金
）
十
三
時

〜
十
六
時
十
分

第
三
学
舎
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー

ルヒ
ロ
・
ク
ラ
シ
マ
氏
（
グ
ア
ム

大
学
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
所
長
）「
観
光
と
基
地

の
あ
い
だ
」◇

◇

さ
ら
に
、
十
月
六
日
（
土
）

・
七
日
（
日
）
に
は
、
山
田
洋

次
本
学
客
員
教
授
に
よ
る
記
念

講
演
、
各
界
で
活
躍
す
る
卒
業

生
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
卒

業
生
、
在
学
生
に
よ
る
記
念
ラ

イ
ブ
・
コ
ン
サ
ー
ト
等
も
企
画

さ
れ
て
い
る
。
在
学
生
は
も
ち

ろ
ん
、
卒
業
生
に
も
多
く
の
参

加
を
期
待
し
た
い
。

総
合
関
関
戦
の
対
戦
相
手
と

な
る
関
西
学
院
大
学
に
お
い

て
、
麻
疹
（
は
し
か
）
発
症
に

よ
る
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

六
月
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
全

学
部
休
講
措
置
が
と
ら
れ
、
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
の
学
生
の
立
ち
入

り
が
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
六
月
十
四
日
か
ら

十
六
日
に
予
定
し
て
い
た
第
三

十
回
総
合
関
関
戦
も
残
念
な
が

ら
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

社
会
学
部
は
、
今
年
、
創
立
か
ら
四
十
周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
学
術
研
究
・
マ

ス
コ
ミ
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
が
、
今

後
さ
ら
に
研
究
、
教
育
体
制
の
整
備
に
力
を
い
れ
、
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
新
世
代
の
人
材
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
社
会
学
部
で
は
、
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
こ
め
て
、
二
〇
〇
七
年
の
一

年
間
を
と
お
し
て
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
４０
」
を
テ
ー
マ
に
、
記
念
学
術
講
演
会
、
各
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
卒
業
生
、
在
学
生
に
よ
る
記
念
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
さ
ら
に
在
学
生
を
対
象
と

す
る
小
論
文
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
く
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http���w

w
w
.kansai�

u.ac.jp�F
c_soc�

）
や
ポ
ス
タ

ー
、
ち
ら
し
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
く
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
社
会
学
部
）

も
う
ひ
と
つ
、
社
会
学
部
が

新
し
い
試
み
と
し
て
行
う
の

が
、
在
学
生
を
対
象
と
し
た
次

の
よ
う
な
小
論
文
、
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ン
ツ
・
コ
ン
テ
ス
ト
で

あ
る
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
。

応
募
規
定

■
テ
ー
マ

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
は
日
本
語
で

は
、「
つ
ぎ
の
」
あ
る
い
は
「
こ

れ
か
ら
の
」
と
い
う
意
味
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
、
こ
れ

か
ら
の
世
代
は
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
次
世
代
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化

は
、
私
た
ち
の
社
会
生
活
を
ど

の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
で
し

ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら

の
「
私
」
は
、
変
化
す
る
社
会

の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
生
き

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
内
容
に
つ

い
て
、（
一
）
四
千
字
か
ら
六
千

字
の
小
論
文
（
あ
る
い
は
エ
ッ

セ
イ
、
作
文
）を
執
筆
す
る
か
、

（
二
）映
像
作
品
、
音
楽
、
録
音

作
品
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
小
説
、

戯
曲
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ

ン
ツ
を
制
作
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

関
西
大
学
に
在

籍
す
る
学
生
。
応
募
作
品
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
グ

ル
ー
プ
で
の
応
募
も
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
グ
ル
ー
プ
全
員

が
本
学
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

■
応
募
形
式

（
一
）
小
論
文
部
門

テ
ー
マ
（「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」）
に

関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
四

千
字
か
ら
六
千
字
で
小
論
文（
あ

る
い
は
エ
ッ
セ
イ
、
作
文
）
を

執
筆
し
て
く
だ
さ
い
。
論
文
の

タ
イ
ト
ル
、
形
式
は
自
由
で

す
。
学
術
論
文
の
形
式
を
と
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
著
作
権
に
は
十
分
に
配
慮

し
、
他
人
の
文
章
を
引
用
す
る

場
合
に
は
、
ど
の
部
分
が
引
用

で
、
ど
こ
か
ら
引
用
し
た
の
か

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

（
二
）
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ

部
門テ

ー
マ
（「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」）
に

関
連
す
る
映
像
作
品
、
録
音
作

品
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
音
楽
作

品
、
小
説
、
戯
曲
を
制
作
し
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
テ
ー
マ
と

作
品
の
関
連
性
に
つ
い
て
百
字

以
内
で
説
明
し
た
も
の
、
作
品

の
制
作
方
法
・
内
容
を
千
字
以

内
で
説
明
し
た
も
の
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
著
作
権
に
は
十

分
に
配
慮
し
、
他
人
の
作
品
は

利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
送
付
方
法

送
付
方
法
に
つ

い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ち

ら
し
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
賞

品

応
募
さ
れ
た
作
品

の
な
か
か
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ
一

点
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
二
点
を
選

考
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
十
万

円
相
当
の
副
賞
、
準
グ
ラ
ン
プ

リ
に
は
五
万
円
相
当
の
副
賞
を

進
呈
し
ま
す
。
ま
た
応
募
者
全

員
に
、
参
加
賞
と
し
て
関
西
大

学
特
製
の
記
念
品
を
進
呈
し
ま

す
（
た
だ
し
、
参
加
賞
は
応
募

者
一
人
に
対
し
ひ
と
つ
と
し
、

グ
ル
ー
プ
応
募
の
場
合
に
つ
い

て
は
作
品
一
点
に
対
し
て
ひ
と

つ
と
し
ま
す
）。

■
審
査
方
法

黒
田
勇
社
会
学

部
長
を
審
査
委
員
長
と
し
、
映

画
監
督
で
、
本
学
客
員
教
授
の

山
田
洋
次
氏
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
鳥
越
俊
太
郎
氏
な
ど
を
委

員
と
す
る
審
査
委
員
会
で
厳
正

に
審
査
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準

グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。

■
締
め
切
り

九
月
十
八
日

（
火
）

■
発

表

十
月
六
日
（
土
）

に
審
査
結
果
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
発
表
し
ま
す
。
ま
た
グ
ラ
ン

プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い

た
論
文
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン

ツ
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
の
贈
賞
式
を
十
月
七
日

（
日
）
に
、
関
西
大
学
第
三
学

舎
（
社
会
学
部
）
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ

大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

昨今、マスコミ等において大学生が関
係する数多くの事件や事故が報道されて
おり、大学生の年間検挙数は、年々増加
傾向にある。本学でも昨年度、薬物に関
する事件が２件発生するなど、その例外
ではない。学生センターではこのことを
真摯に受け止め、本学学生が事件や事故
に巻き込まれることを未然に防止するた
め、『啓発キャンペーン～快適なキャンパ
スライフをおくるために～』を実施す
る。本年度はすでに、「カルト宗教対策キャンペーン」、「防犯キャンペーン」な
どを実施し、チラシ配布による情報提供、相談の受付、防犯グッズの配布など
を行った。今後の予定は下表のとおりである。学生のみなさんには、これらの
機会を通じて、安全で有意義なキャンパスライフの充実に努めてほしい。

（学生センター）

注
意
事
項

・
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

電
話（
０６
―

６
３
６
８
―

１
１

４
９
）あ
る
い
は
メ
ー
ル

（n
ext40@

jm
.k
a

n
sai�
u.ac.jp

）
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
形
式
が
守
ら
れ
て
い

な
い
場
合
、
応
募
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
版
権
・
著
作

権
等
の
使
用
に
関
す
る
権

利
は
、
応
募
の
時
点
で
関

西
大
学
社
会
学
部
に
帰
属

し
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
致
し
ま

せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

五
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日

に
行
わ
れ
た
第
十
八
回
全
日
本

学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
西
日
本
大

会
で
、
石
井
是
さ
ん
（
社
一
）

が
、
ト
ー
タ
ル
一
二
〇
六
点
で

優
勝
し
た
。

○
自
動
車
部

五
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
第

一
回
全
関
西
学
生
ダ
ー
ト
ト
ラ

イ
ア
ル
選
手
権
大
会
で
総
合
優

勝
。
個
人
部
門
で
は
、
馬
場
祐

作
さ
ん
（
社
四
）
が
優
勝
、
山

本
信
彦
さ
ん
（
社
四
）
が
二
位

に
入
賞
し
た
。

○
射
撃
部

五
月
十
日
か
ら
十
二
日
に
開

催
さ
れ
た
第
五
十
四
回
春
季
全

関
西
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手

権
大
会
で
総
合
団
体
優
勝
を
納

め
た
。

○
重
量
挙
部

五
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た

第
六
十
七
回
全
日
本
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
男

子
六
十
九
�
級
で
、
武
市
樹
さ

ん
（
商
二
）
が
、
ス
ナ
ッ
チ
百

二
十
�
、
ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー

ク
百
四
十
五
�
、
ト
ー
タ
ル
二

百
六
十
五
�
で
、
三
位
に
入
賞

し
た
。

○
速
記
部

五
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た

全
日
本
大
学
学
生
速
記
競
技
大

会
で
三
十
九
連
覇
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
。

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

五
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日

に
行
わ
れ
た
平
成
十
九
年
度
関

西
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ

ル
ス
選
手
権
大
会
で
佐
藤
喜
大

さ
ん
（
商
三
）
が
優
勝
し
た
。

○
野
球
部

五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た

平
成
十
九
年
関
西
学
生
野
球
春

季
リ
ー
グ
戦
の
対
京
都
大
学
戦

で
、投
手
・
伊
勢
慎
也
さ
ん
（
商

一
）
が
、
無
安
打
無
得
点
を
達

成
し
た
。
一
年
次
生
で
の
達
成

は
、
昭
和
五
十
七
年
春
の
新
リ

ー
グ
結
成
後
初
め
て
の
偉
業
と

な
る
。

○
陸
上
競
技
部

四
月
十
四
日
、
十
八
日
、
十

九
日
、
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た

第
八
十
四
回
関
西
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
（
兼
第
二

十
四
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日

本
代
表
選
手
選
考
競
技
会
）

で
、
中
村
悠
子
さ
ん
（
文
三
）

が
女
子
走
幅
跳
、
小
川
恭
輔
さ

ん
（
社
三
）
が
男
子
三
段
跳
、

三
村
有
希
さ
ん
（
社
一
）
が
女

子
走
高
跳
、山
根
愛
以
さ
ん
（
社

一
）
が
女
子
三
段
跳
で
、
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
た
。

○
レ
ス
リ
ン
グ
部

五
月
十
二
日
、
十
三
日
に
行

わ
れ
た
西
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン

グ
春
季
リ
ー
グ
戦
で
二
部
リ
ー

グ
全
勝
優
勝
を
果
た
し
、
十
七

年
ぶ
り
に
一
部
昇
格
を
決
め

た
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

保健管理センターでは「歯磨き講習」、「血管年齢測定」および
「体組成測定」を実施する。学生のみなさんがキャンパスライフ
を楽しむためには、心身の健康は不可欠である。健康への関心を
高める機会として、これらの行事に多くの参加者があることを期
待する。また、保健管理センターでは随時健康相談を受け付けて
いるので、気軽に立ち寄ってほしい。 （保健管理センター）

高槻キャンパス

終了しました。

７月９日（月）・１０日（火）
１２時３０分～１５時３０分
啓発ビラの配布：Ａ棟前
アルコールパッチテスト：保健室

９月２６日（水）
１０時３０分～１５時００分
啓発ビラの配布：Ａ棟前
キャラバンカーによるＤＶＤの上
映、薬物標本の展示：Ａ棟前

１０月２４日（水）
１２時３０分～１５時００分
啓発ビラの配布：Ａ棟前
ニコチン依存度チェック：Ａ棟玄
関ホール

１０月２９日（月）
１２時４０分～１３時１０分
消費者センターによるブースの設
置：場所未定

��

※事情により内容・日時等に変更が生じる場合があります。

千里山キャンパス

６月２５日（月）
１１時００分～１５時００分
啓発ビラの配布：正門付近
展示：総合学生会館 メディアパーク 凜風館
１階

７月９日（月）・１０日（火）
１３時００分～１８時００分
啓発ビラの配布：正門付近
アルコールパッチテスト：保健管理センター

９月２５日（火）
１０時３０分～１５時００分
啓発ビラの配布：正門付近、凜風館前
キャラバンカーによるＤＶＤの上映、薬物標
本の展示：総合学生会館 メディアパーク 凜
風館前

１０月２４日（水）
１２時００分～１５時００分
啓発ビラの配布：正門付近
ニコチン依存度チェック：新関西大学会館南
棟アートギャラリー

１１月３日（土・祝）・４日（日）
１０時００分～１５時００分
消費者センターによるブースの設置：総合学
生会館 メディアパーク 凜風館前

１２月３日（月）【ドミトリー月が丘】
１２月４日（火）【秀麗寮】

啓発キャンペーン

エイズキャンペーン

アルコール対策
キャンペーン
（アルコールパッチ
テストの実施）

薬物追放
キャンペーン

禁煙（喫煙マナー）
キャンペーン
（ニコチン依存度チ
ェックの実施）

悪徳商法追放
キャンペーン

防犯キャンペーン
（学生寮対象）

健康啓発
キャンペーン

千里山
キャンパス

高槻
キャンパス

歯磨き講習
９月２６日（水）・２７日（木）
１２時００分～１３時３０分
総合学生会館 メディアパーク 凛風館

９月２８日（金）
１２時３０分～１４時００分
Ａ棟第一会議室

血管年齢測定
１０月１日（月）～１０日（水）
１３時３０分～１８時００分
保健管理センター

９月２５日（火）～２７日（木）
�９時３０分～１２時００分
�１３時３０分～１５時３０分
Ａ棟保健室

体組成測定
１２月４日（火）～６日（木）
１３時００分～１８時００分
保健管理センター

１２月４日（火）～６日（木）
１２時３０分～１５時３０分
Ａ棟保健室

※事情により内容・日時等に変更が生じる場合があります。

講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
ココココココココココココココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
スススススススススススススススススススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
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講講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演演
会会会会会会会会会会会会会会

在学生対象

贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

企企企企企企企企企企
画画画画画画画画画画

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
小小小小小小小小小小小小小小小小
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デデデデデデデデデデデデデデデデ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
アアアアアアアアアアアアアアアア

ココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ツツツツツツツツツツツツツツツツ
・・・・・・・・・・・・・・・・
ココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテテテ
スススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトト

～快適なキャンパスライフをおくるために～

学生センター啓発キャンペーン

第
３０
回
総
合
関
関
戦

中
止
の
お
知
ら
せ

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

健
康
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（８）平成１９年（２００７年）６月１５日第 ３４５ 号



『
夏
期
集
中
コ
ー
ス
』
と
『
後

期
開
講
講
座
』
の
受
講
申
込
受

付
を
六
月
二
十
日
（
水
）
以
降

順
次
開
始
し
ま
す
（
左
表
）。

『
夏
期
集
中
コ
ー
ス
』
で

は
、
英
語
講
座

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策
コ
ー
ス
、
情
報
処

理
講
座
の
パ
ソ
コ
ン
検
定
４

級
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
各
コ
ー
ス
、
公
務
員

講
座
の
教
養
夏
期
集
中
コ
ー
ス

を
開
講
し
ま
す
。

『
後
期
開
講
講
座
』
で
は
、

次
の
講
座
で
募
集
し
ま
す
。

英
語
講
座

九
月
下
旬
に
開
講
す
る
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
�
テ
ス
ト
対
策
コ
ー
ス

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

公
務
員
講
座

教
養
対
策
講
座

文
章
理
解

・
資
料
解
釈
対
策
コ
ー
ス
お
よ

び
国
�
・
地
方
上
級
対
策
講
座

で
は
、
主
要
５
科
目
コ
ー
ス
の

数
的
処
理
と
専
門
得
点
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
１
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
ま
た
、
国
�
対
策

講
座
「
刑
法
」
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

司
法
講
座

法
科
大
学
院
入
試
対
策
講
座

適
性
試
験
対
策
コ
ー
ス
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

会
計
職
講
座
群

十
一
月
の
検
定
試
験
を
め
ざ

す
九
月
開
講
の
簿
記
３
級
対
策

コ
ー
ス
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

公
認
会
計
士
入
門
、
税
理
士

の
二
講
座
は
十
一
月
か
ら
開
講

し
ま
す
。
税
理
士
講
座
で
は
必

須
科
目
の
簿
記
論
と
財
務
諸
表

論
の
科
目
合
格
を
め
ざ
し
ま
す
。

情
報
処
理
講
座

パ
ソ
コ
ン
検
定
３
級
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
各
コ
ー
ス
を
順

次
開
講
し
ま
す
。

他
方
、
資
格
関
連
講
座
で

は
、
社
会
保
険
労
務
士
講
座
と

色
彩
検
定
講
座
１
級
対
策
コ
ー

ス
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

申
込
受
付
は
、
リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務

室
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ

ス
、
お
よ
び
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス

の
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に

て
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
意
欲
的
な
学
生
の

み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
達
成
の
た
め
有
効
に
活
用
し
て
、
よ
り
よ
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※各講座・コースの詳細は講座案内を参照してください

受付場所・時間
☆千里山キャンパス
【リードセンター千里山キャンパス事務室】
千里山キャンパス第３学舎３号館２階
１０：３０～２１：００
※夏期集中・後期開講講座（６月２０日受付
開始の講座）は６月２０日のみ１２：１０～
☆天六キャンパス
【リードセンター事務室】
天六キャンパス１階（大阪市北区）
阪急千里線・地下鉄谷町線・堺筋線
天神橋筋六丁目駅�出口徒歩５分
１３：３０～２０：００

☆高槻キャンパス
【高槻キャンパスオフィス】
１０：００～１６：００
（１２：３０～１３：３０は除く）

問い合わせ
【リードセンター千里山キャンパス事務室】
�０６―６３６８―０７２１（１０：３０～２１：００）

【リードセンター事務室】
�０６―６３５８―９９０１（１３：３０～２０：００）

【模擬授業】 無料

英語講座 TOEIC�テスト対策コース（定員 先着２０人）
８月１日（水）１８：５０～２０：００
（予約受付開始日 ７月９日（月） 予約方法は講座案内ｐ．５
をご覧ください）
内 容 講座概要説明、テスト概要、ネイティブ講師による

模擬授業（６５０点目標クラスレベル）、質疑応答
※内容は変更になることもあります。

【受講相談】
講座や資格取得についての相談

や質問は随時エクステンション・
リードセンター千里山キャンパス
事務室にて受け付けています。講
座についてわからないことがあれ
ば、いつでもリードセンターに問
い合わせてください。

http���www.kansai�u.ac.jp�extension�

【ガイダンス】
場 所

千里山

千里山

千里山

千里山

天六

※教室や内容などの詳細については講座案内ｐ．４、ｐ．５をご覧ください。

時 間

１５：００～１６：３０

未定

未定

１２：１５～１３：００

未定

日 程

９月１３日（木）

１０月中旬

１０月中旬

６月２２日（金）

９月上旬

講座・コース

司法講座 適性試験対策コース

公認会計士入門講座

税理士講座

社会保険労務士講座

開講場所

千里山

天六

天六

千里山

概 要

TOEIC�受験の基礎力をつけよう

更なるスコアアップをめざして

スコアアップのための基礎力・応用力を養う

パソコンを基礎から学び、最終日には資格をGET

４級の知識がある方が対象。最終日には資格をGET

Excel のスペシャリストをめざす

最終日にその場で受験できる
マイクロソフト社主催の認定資格

人事・労務のエキスパートをめざす

色彩の知識があなたの活躍の場を広げる

適性試験の高得点をめざしてトレーニング

ビジネスリーダーの必須能力

早期学習で現役合格をめざす

税務・会計のプロをめざす

早期学習で教養科目を得点源にしよう

主要科目の学習と専門科目の習得で得点アップをめざす

講座・コース名

ビギナークラス

ステップアップクラス

４組

５組

６組

２組

１・２組

２組

２組

１・２組

Excel ２００３Expert

Word ２００３Expert

Power Point ２００３

Access ２００３

社会保険労務士講座

１級対策コース

適性試験対策コース

２組

公認会計士入門講座

簿記論コース

財務諸表論コース

教養夏期集中コース

文章理解・資料解釈対策コース

数的処理

専門得点アップコース１

刑法

６５０点目標クラス

５５０点目標クラス

６５０点目標クラス

５５０点目標クラス

７５０点目標クラス

６５０点目標クラス

パソコン検定４級コース

パソコン検定３級コース

Excel パーフェクトコース

Excel ２００３

Word ２００３

３級対策コース

TOEIC�テスト
対策コース

マイクロソフト オフィス
スペシャリストコース

色彩検定講座

法科大学院入試対策講座

簿記検定講座

税理士講座

教養対策講座

国�・地方上級対策講座

国�対策講座

英
語
講
座

情
報
処
理
講
座

司法講座

公
務
員
講
座

受付中・開講中の講座 お早めにお申し込みください�
開講場所

千里山

概 要

法律家に必要な基本的知識を身につける

身につけた知識を使って論文の基本的な書き方を学ぶ

法科大学院への最終ステージ

身近な実務法律家をめざすためのアプローチコース

ビジネスリーダーの必須能力

主要科目を確実に身につける

業界別クラスで早期に的確な対策を

講座・コース名

基礎コースＡ

基礎コースＢ

応用演習コース

法律科目試験答案練習コース

司法書士対策講座

１組

主要５科目コース

経済原論

新聞・ジャーナリストクラス

出版・広告クラス

放送クラス

２級対策コース

法科大学院入試対策講座

簿記検定講座

国�・地方上級対策講座

マスコミ試験対策講座

司
法
講
座

公務員講座

１２月１日（土）受付開始
開講場所

千里山

概 要

実践力の養成で、本試験に備える

本試験直前の対策で、効果的に得点アップ

ビジネスリーダーの必須能力

講座・コース名

専門得点アップコース２

主要５科目演習コース

面接対策コース

教養得点アップ＆論作文対策コース

教養直前コース（２００８年度試験対応）

２組２級対策コース

国�・地方上級対策講座

教養対策講座

簿記検定講座

公
務
員
講
座

６月２０日から受付開始�
夏期集中・後期開講講座

６月２０日（水）１２：１０受付開始

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談・・・・・・・・・・・・・・模模模模模模模模模模模模模模擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業・・・・・・・・・・・・・・ガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイダダダダダダダダダダダダダダンンンンンンンンンンンンンンススススススススススススススのののののののののののののの案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内

平成１９年度 開講講座の概要

平成１９年（２００７年）６月１５日第 ３４５ 号（９）



現在、インターネットを軸とした複数
の事業を、本学および他大学の学生と
ともに行っています。事業内容は、
MEDI MATEという高齢者や障害者も
利用できるように対
応した医療機関専
用のウェブ制作サー
ビスや、英単Zooと
いう英単語学習支
援システムなど多岐
に渡っています。ま
た、現在７件ほどの
システム開発を請け
負うなど受注面での
展開も行っていま
す。
事業を始めたきっ

かけは、インターネ
ットで病状について
調べることができた
おかげで、家族が亡
くならずに済んだと
いう経験に端を発
します。
また、当時、JIS X 8341-3という「高
齢者・障害者等配慮設計指針」のJIS
規格が制定され、行政や福祉分野では
少しずつ高齢者や障害者の利用に対
応したウェブサイトの普及が進んでいま
したが、医療分野ではなかなか普及し
ていない状況でした。そこで年齢や障
害がバリアとならずに、誰もがインター
ネットで医療情報や医院情報を取得で
きる環境作りを行いたいという思いか

ら、事業に取り組むようになりました。
ゼロから組織を立ち上げていくこと

は、本当に難しいもので、２年次生の
春に１人で会社を立ち上げた当初は、

資金やつてもなく実
績も皆無だったた
め、話すら聞いても
らえない状態が４カ
月も続いたという苦
い経験もあります。
半年を経過した頃

からは、事業理念に
共感してくれる友人
がメンバーとして参
加してくれるようにな
り、医療分野でも実
績をあげることがで
き、いくつか持って
いた事業企画にも
関心を持ってもらえ
るようになりました。
その後もメンバーが
一時的に抜けるな

ど、全てにおいて１人で業務を行わな
ければならないという状況も多々あり
ましたが、技術面から法律、会計まで
多岐に渡る仕事内容を一通り覚えるこ
とができ、良い経験になったと思いま
す。最近は会社環境が整ってきたので、
今後は、営業や企画を担当できるメン
バーを学内外で集めていきたいと思っ
ています。将来は、人に感動を与える
サービスを作っていきたいと考えてい
ますので、温かく見守ってください。

有限会社ライフコード　代表取締役　松井　孝さん（商４）

囲碁部前部長。平成18年関西棋院
なにわ杯団体戦準優勝。若い女性とし
てはめずらしく、近所の碁会所にも顔を
出す囲碁好き。現在、囲碁部の幹部と
しての責務も終え、
７月の司法書士試験
をめざして勉強中。

子どもの頃からオ
セロが大好きで、父
にも負けないくらい強
かったです。その父
に、オセロ盤を使っ
て囲碁の手ほどきを
受けました。囲碁は、
交点を使うのでオセ
ロ盤でやる場合は、
９×９。本当の囲碁
は、19×19です。オ
セロには、打てない
場所などいろいろと
制限があるのですが、
囲碁はどこに打って
も自由です。盤の一部で損をしても、そ
こを上手に活かせば別の場所で得をす
るよう打っていくことができます。またオ
セロだと、手数が少なく読みきれる場合
も多いのですが、囲碁は、現代のコンピ
ュータでも読みきれないほど膨大な手数
です。どれだけ読んで打っても、相手が
思わぬところから打ってきます。相手の
石を取ることばかりに夢中になっていると
負けてしまいます。石は取れても、全体

をみたときに、自分の陣地が少なくなって
いることに気づくのです。
囲碁で得たものは、幅広い人間関係

でしょうか。部長という重責を負うことに
最初は戸惑いました
が、自分がすべて抱
え込むのではなく、調
整役として仕事を割
り振って、幹部みん
なに助けてもらうこと
で乗り切ることがで
きました。ほかにも、
囲碁の交流会がきっ
かけで他大学にも友
人がたくさんいます。
そのつながりで囲碁
大会のアルバイトをし
たり、近所の囲碁教
室で幼稚園児から中
学生までの子どもた
ちを教えたり。碁会
所に行くと大学生は
珍しいので、コーヒー

をごちそうになったりもするんですよ。
司法書士をめざしたのは、第１部学術

研究会法律相談所での活動がきっかけ
です。一般の方が「助かりました」と笑顔
で帰っていかれるとき、とても喜びを感じ
ます。法律知識を活かして人びとの役に
立つ仕事に就きたいですね。
社会人になっても、囲碁はずっと続け

ると思います。囲碁の最大の魅力であ
る奥深さを突き詰めたいですね。

囲碁「なにわ杯」団体戦準優勝　喜田 絵美子さん（法４）

現在、クラブやライブハウスでアー
ティスト活動を行っています。学園祭
「KU Rock Fever」にも３年連続出
演しているので、私の歌を聴いたこと
がある方もいるかも
しれません。
S-key-Aは、本名

の早紀を分解し大
好きな「鍵」を組み
合わせたアーティス
ト名です。みなさん
に「スキアめっちゃ
好きやねん！」と言
われたい、という気
持ちから、大阪弁の
「好きや」も掛けて
います。
私は、小学生の

頃から漠然と芸能界
に興味があり、中学
時代からボイストレ
ーニングに通ってい
ます。これまで多く
のオーディションやコンテストに応募
し、昨年、プロデューサーであるNao’
ymtさんのウェブサイト上のオーディシ
ョンに合格しました。そのことがきっか
けで、『Boom Boom Boom』という曲が
平成18年７月からiTunes Music Store
で配信され、R&B部門のデイリーラン
キングで３位になりました。実際、それ
ほど多くの方に聴いていただけるとは
思ってもみなかったので、驚きと喜び、
感謝の気持ちでいっぱいでした。

高校１年生の１年間、アメリカに語学
留学した際、50人ほどの観客を前にア
メリカ国歌を独唱する機会がありまし
た。日本人によるアメリカ国歌を聴い

た経験がある人は
少ないためか、興味
深く聴いてくださり、
私自身にとって大変
貴重な経験になりま
した。留学の経験
を活かし、今では英
詞による『you go
your way』という曲
など、比喩を含んだ
作詞表現ができるよ
うになりました。
20歳の頃、学業

と音楽活動の両立
による疲労のため
か、原因不明の体調
不良に悩まされ、大
学をやめることも考
えました。しかし、こ

れまで育ててくれた親のことを考え、卒
業まで頑張ろうと思い直しました。現
在は、学内の友人に恵まれ、授業やゼ
ミの１コマから詞のインスピレーション
がひらめくこともあるため、大学を辞め
なくて本当に良かったと思っています。
卒業論文の作成と並行して、楽曲制作
やライブ活動など、今後も精力的に頑
張ります。学内で見かけられた方は、
ぜひ声を掛けてください。

R＆Bシンガー S-key-A 中島　早紀さん（文４）
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音楽起業

第１部文化会演劇研究部「学園座」
所属。昨年の春から夏にかけてオー
ディションを受け、書類選考と２回
の面接にパスし、プロダクションに
所属。今年３月には、
テレビドラマ「僕と
彼女の北緯38度線」
（ＫＴＶ）に出演。
５月は「妻への詫び
状」で、連日松竹座
の舞台に立つ。６月
は、「北島三郎特別
公演」でスタッフの
一員として、演出の
勉強中。

高校３年生の文化
祭の出し物で「ロミ
オとジュリエット」
をやったことがきっ
かけで演劇に興味を
持ち始めました。関
西大学を選んだのも
演劇部の活動がしっかりしているこ
とが理由です。
学園座では１年次生からわりと大

きな役がついて、毎日夜中まで練習
といった日々が続きました。とても
充実した毎日を過ごしていたのです
が、３年次生の春に新人公演のため、
はじめて公演に参加できず、ぽっか
り時間が空いてしまったんですね。
そのとき将来のことを考えて、芝居

ができない今の状態がいやだ、この
まま卒業して芝居から遠ざかるのが
いやだ、という強い気持ちが湧き上
がりました。プロダクションのオー

ディションを受け
たのはその時で
す。
プロの役者さん

たちは、台本をぱ
っと見ただけで覚
えてしまいます。
しかも、せりふを
なぞるのではなく
自分の役作りにふ
さわしい表現に即
座に言い換えるの
で、そのペースに
ついていけず、怒
られたこともあり
ます。礼儀からな
にからとても厳し
い世界ですし、練
習や公演はスケジ

ュールがタイトで身体もきつい世界
ですが、プロの役者さんたちは、み
なとても楽しんで演じていらっしゃ
いますね。僕も少しずつですが仕事
が入ってきて、お金をもらって好き
な芝居ができる喜びでいっぱいです。
卒業したら、東京へ行くつもりで

す。本格的に仕事として芝居に打ち
込んでいきたいですね。

テレビドラマや舞台に出演　得尾　宗宏さん（経４）
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取
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特
集
「
研
究
に
強
い
関
西

大
学
」
で
は
、
諸
君
に
は
馴

染
み
が
う
す
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
教
育
の
充
実
に
欠
か

せ
な
い
研
究
体
制
の
概
要
を

掲
載
し
た
。

本
号
が
、
諸
君
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
に
と
っ
て
有
益

な
広
報
紙
に
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

（
五
藤

勝
三
）
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